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発  刊  に  当  た  っ  て  

 

後 志 教 育 研 修 セ ン タ ー  

所 長  和  田  徳  夫  

 後 志 教 育 研 修 セ ン タ ー で は 、事 業 の 一 つ と し て 調 査 研 究 事 業 を 推 進 し

て お り 、町 村 か ら 選 ば れ た 所 員 が 研 究 委 員 会 を 組 織 し て 研 究 に 取 り 組 ん

で お り ま す 。「 自 ら 考 え る 力 を 育 む 学 習 指 導 の 工 夫 」 を 研 究 主 題 と し て

三 年 計 画 の 今 年 度 は 最 終 年 度 に 当 た り ま す 。三 年 間 の 研 究 の ま と め を 紀

要 と し て 発 刊 さ れ ま す こ と に 際 し 、 心 よ り 感 謝 と 敬 意 を 表 し ま す 。  

 さ て 、本 調 査 研 究 の キ ー ワ ー ド は「 習 得 」「 活 用 」で あ る と 考 え ま す 。

習 得・活 用 が な ぜ 必 要 な の か 。そ れ は「 基 礎・基 本 の 定 着 」が 学 習 指 導

を 展 開 す る 上 で 何 よ り も 大 切 で あ る こ と 。課 題 意 識 を も っ て 学 習 し て い

く た め に は 、習 得 し た 基 礎 的・基 本 的 な 知 識 や 技 能 を 活 用 し て い く こ と

が 大 切 で あ る 。 と い う 理 論 背 景 で 研 究 の 深 化 を 図 っ て 参 り ま し た 。  

「 習 得 」「 活 用 」 こ れ ら の 言 葉 を 聞 い て や は り 教 育 の 歴 史 は 繰 り 返 さ

れ る と い う 感 じ が い た し ま す 。「 ゆ と り と 充 実 」 と い う 言 葉 が 出 て き た

と き に は 、知 識 偏 重 、偏 差 値 重 視 と い う こ と の 反 省 か ら ゆ と り 教 育 が 叫

ば れ た と 思 い ま す し 、も っ と 昔 に は 、理 科 で い う と 生 活 単 元 学 習 が 重 視

さ れ 、活 動 を 中 心 に し た た め に 子 ど も 達 に 何 が 身 に 付 い た か が 問 わ れ る

時 代 も あ り ま し た 。そ の こ と を 受 け て 、系 統 性 の 学 習 が 求 め ら れ 基 礎 ・

基 本 の 定 着 が 求 め ら れ た 時 代 も あ り ま し た 。最 近 で は ま た こ の 系 統 性 を

重 視 す る 動 き が 出 て き て お り ま す 。言 葉 と し て は 、「 習 得 」「 活 用 」と な

っ て き て お り ま す が 、単 元 構 成 、学 習 指 導 過 程 、評 価 の そ れ ぞ れ の 段 階

で 習 得 と 活 用 の バ ラ ン ス を と っ て 指 導 に 当 た る こ と が 大 切 で あ る こ と

が こ の 研 究 を 通 し て 確 認 さ れ た の で は な い か と 考 え ま す 。  

本 年 度 九 月 に 第 六 十 四 回 北 海 道 教 育 研 究 所 連 盟 研 究 発 表 大 会 後 志 大

会 が 倶 知 安 町 で 開 催 さ れ ま し た 。セ ン タ ー 所 員 が 一 丸 と な っ て こ の 大 会

を 成 功 裏 に 終 わ ら せ る こ と が で き ま し た 。第 一 部 会（ 学 び の 部 会 ）で も

後 志 の 研 究 が 発 表 さ れ 、研 究 に 携 わ っ た 所 員 の 方 々 に と っ て も 印 象 に 残

っ た 大 会 で あ っ た と 思 い ま す 。  

終 わ り に な り ま し た が 、こ の 研 究 に 当 た り 数 多 く の 検 証 授 業 を 提 供 さ

れ た 先 生 方 、理 論 と 実 践 を 結 び つ け 、3 年 間 の 研 究 を ま と め て く れ た 研

究 委 員 の 方 々 、そ れ を 側 面 か ら 支 え て い た だ き ま し た 校 長 先 生 方 、公 務

多 忙 の 中 ご 指 導 い た だ き ま し た 後 志 教 育 局 指 導 主 事 の 方 々 に 厚 く お 礼

申 し 上 げ 発 刊 の 挨 拶 と い た し ま す 。  
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〈第１章〉研究概要 

 

１．研究主題 

 （１）研究主題 

 

自ら考える力を育む学習指導の工夫 

 

 

 （２）主題設定の理由 

 現行学習指導要領実施後の各種調査に基づき、子どもの学力や学習状況、

生活を見たとき、基礎的・基本的な知識・技能を徹底して身に付けさせ、

自ら学び自ら考える力を育成するというねらいが必ずしも十分達成できて

いない状況が見られたり、読解力の低下、学習意欲や学習習慣が十分でな

いという問題、学習や職業に対する意欲、規範意識や体力の低下など、さ

まざまな問題が提起されたりしている。 

 こうした状況にあって、学校教育の果たす役割を考えたとき、基礎・基

本を徹底し、自ら学び自ら考える力を育成することにより、「確かな学力」

をはぐくみ、「豊かな人間性」やたくましく生きるための健康や体力など

も含め、どのように社会が変化しても必要なものとなる「生きる力」の育

成を進めることがますます重要となってきている。 

 

 学ぶ意欲を向上させ、「確かな学力」を育成することは、学校教育の基本

的な役割である。「確かな学力」を育む手立てとして、基礎的・基本的な

知識・技能の育成と、自ら学び自ら考える力の育成を、対立的あるいは二

者択一的にとらえるのではなく、この両方を総合的に育成することが大切

である。 

 そのために、 

  ○基礎的・基本的な知識・技能を確実に定着させる。 

  ○理解・定着を基礎として、知識・技能を実際に活用する力を育成す 

  る。 

  ○活用する力を基礎として、実際に課題を探究する活動を行い、自ら 

  考える力を高める。 

ことが必要であり、これらが総合的に関連し合って子どもたちは力を伸ば

していくものと考える。さらには、子どもたちの知的好奇心を刺激し、学

ぶ意欲を高めたり、知識・技能を体験的に理解させたりする上で、これら

の考え方を盛り込んだ単元構成や学習過程を創りあげていく必要がある。 

 

 また、学んだことを実生活における活用する力を育むことが、我が国だ

けでなく、国際社会においても求められている。 

 そのために、 

  ○体験から感じ取ったこと表現する力 

  ○情報を獲得し、思考し、表現する力 

  ○知識・技能を実生活で活用する力 

  ○構想を立て、実践し、評価・改善する力 

などに目を向け、指導内容との結び付きなどを明確にしながら、各教科等

学校教育における 

    今日的な課題 

「確かな力」を育成 

   するための課題 
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を横断した実践を積み上げていき、育んでいくことが必要である。 

 

 当研修センターでは、平成１６年度より３年次計画で、「基礎・基本を大

切にした学習展開と評価の工夫」と研究主題を設定し、研究を進めてきた。

基礎・基本を踏まえた指導計画と評価計画の一体化や、子どもたち同士の

かかわり合う場面を意図的に設定することなど、検証授業を通し、具現化

できたことが大きな成果である。 

 しかしながら、より意欲的な学びへとつなげていくための指導計画作り

や個に応じた指導の在り方、また多面的に子どもたちを見取るための評価、

子どもの声を生かす評価の在り方等、より研究を深める必要性があげられ

た。 

 

 このようなことから、「確かな学力」を育成するためには、学ぶ意欲を高

めると共に、自ら考える力を育むことが重要であると考え、「習得・活用

・探究」をキーワードに、「単元構成」や「学習過程」、また「より効果

的な指導につながる評価」に焦点を当て、研究を推進することを目的とし、

本研究主題を設定した。 

 

 

２．目指す子どもの姿 

 

 

※授業場面での

目指す姿は… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前次研究の成果と課題 

本研究の目的 

○課題を見付けることができる、把握することができる。 

○解決の見通し（方法・結果）をもつことができる。 

○これまでの経験をしかし、よりよい解決方法を選択したり、判断したり、考えたり、

発 見することができる。 

○解決したことから新たな課題を見付けることができる。 

○自分の考えを分かりやすく表すことができる。 

○友だちの考えのよさに気付くことができる。 

○さまざまな意見の共通点や相違点を見付けることができる。 

○自分の学びを振り返ることができる。 

○学んだこと（知識・理解、方法、考え方等）を次の学びに生かすことができる。 な

ど 

〈目指す子どもの姿〉 

○既習や経験を生かして 

 問題解決に取り組む子ども 

○意欲にあふれ、 

 仲間と共に学ぼうとする子ども 

○知的好奇心にかられ、 

 さらに学び続けようとする子ど
も 
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３．研究仮説 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【仮説１】「基礎的・基本的な知識や技能を習得及び活用する学習活動」と「これまでに培われてきた力を発揮して問題

解決に取り組む探究的な学習活動」を効果的に盛り込んだ単元構成の工夫を図ることにより、基礎・基本の

定着と共に思考力・判断力・表現力等を育むことができる。 

 

【仮説２】問題解決的な学習を基盤とし、「課題意識（問題意識）」をもちながら、解決に向けた「自分なりの考え」を

もとに「仲間と学び合う場」を意図的に設定した学習過程とその指導の在り方を工夫することにより、「自己

解決力」が育まれるとともに「学ぶ楽しさ」を味わい、学ぶ意欲を向上させることができる。 

 

【仮説３】単元を通した意図的・計画的な評価を適切に行い、次の指導に生かしていくことにより、基礎的・基本的な

知識や技能の定着が個に応じて図られていくとともに、「わかる」喜びを実感しながら学びを連続させていく

ことができる。 

 
自分の考えを持てるような… 

仲間とともに学び合える… 

 

意図的に… 計画的に… 各場面で… 

現在の教育に求められている「生きる

力の育成」のためには、基礎・基本など

の徹底による「確かな学力」を育成する

ことが必要とされる。本来、子どもたち

に備わっている「知りたい」「学びたい」

とい学びへの意欲を高め、知的好奇心を

刺激するためには、教科の特性や単元の

内容などによって基礎・基本を習得し、

その知識を活用し、さらに課題を探究し

ていくことができる場面を設定した単

元構成の工夫が必要となる。 

また、学習過程の中で体験的な活動な

どを通してしっかりと自分の考えをも

つことができたり、子どもたち同士が互

いにかかわり、学び合うことができたり

するような場を設定したり、その指導の

在り方を工夫することで学ぶ楽しさを

感じることができる。 

さらに各場面において、子どもたちの

成長やよさをしっかりとみとることが

できる評価、多面的に子どもたちを見取

る評価を意図的、計画的に行い、その評

価を生かした指導をしていくことで、自

信につなげ、より意欲的な学びへとつな

げていくことができるものと考える。 

 このような授業構築を積み重ねてい

くことで、子どもたちの学ぶ意欲を引き

出し、高めながら、基礎・基本の定着を

図るとともに自ら考える力を育成する

ことができるものと考える。 
知識をしっかり理解できるような… 

学んだことを生かせるような… 

さらなる広がりや深まりを求めるような… 

探究心をくすぐるような… 
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４．研究の視点 

    

 

 

 

 視点１  

 「基礎的・基本的な知識や技能を習得及び活用する学習活動」と「これまでに培われ

てきた力を発揮して問題解決に取り組む探究的な学習活動」を効果的に盛り込んだ単元

構成の工夫改善 

 

 視点２  

 問題解決的な学習を基盤とし、「課題意識（問題意識）」をもちながら、解決に向け

た「自分なりの考え」を基に「仲間と共に学び合う場」を意図的に設定した学習過程と

その指導の在り方の工夫改善 

 

 視点３  

 単元を通した意図的・計画的な評価を次の指導に生かしていくための工夫改善 

 

 

５．研究計画 

  （１）年次計画 

 

 

 

 

 

第１年次 

研究計画 

                                                                              

 

 

  

 

【第１年次】平成１９年度（２００７年度）「理論研修と実践」 

  ○前年次研究の振り返り 

  ○「研究主題」「主題設定の理由」「研究仮説」「研究の視点」の決定 

  ○理論研修と資料収集 

  ○所員の検証授業 

  ○中間報告書の作成 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２年次 

研究計画 

                                                                              

 

 

  

 

【第２年次】平成２０年度（２００８年度）「理論研修と実践」 

  ○第１年次研究の振り返り 

  ○「研究主題」「主題設定の理由」「研究仮説」「研究の視点」の見直しと修正 

  ○理論研修及び資料収集、より具現化する授業構築 

  ○所員の検証授業 

  ○中間報告書の作成 

 

 

  

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３年次 

研究計画 

   

 

 

 

 

【第３年次】平成２１年度（２００９年度）「理論研修と実践」 

  ○第２年次研究の振り返り 

  ○「研究主題」「主題設定の理由」「研究仮説」「研究の視点」の確立 

  ○所員の検証授業 

  ○研究の成果と課題の整理 

  ○研究紀要（最終報告書）の作成 
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（２）今年度の年間計画スケジュール 

 

月（委員会） 

 

研究推進スケジュール 

 

備考・その他 

 

５月第１回 

 

 

 

 

○理論研修、情報交換・収集 

 ・「今求められてる学習指導とは」 

 ・「研究主題」「主題設定の理由」「研究仮説」 

「研究の視点」の最終確認 

 

 

 

 

 

 

６月第２回 

 

 

 

 

 

 

○理論研修、授業の姿の具体化、検証授業について 

 ・「研究主題」「主題設定の理由」「研究仮説」 

「研究の視点」  確立 

 ・目指す授業の姿の具体化 

 ・研究体制の検討、確立 

  ・最終報告まとめ準備 

 

※「研究体制の検討」とは、仮説や視

点で重点化を図った部会を構成するな

ど、１０名の体制で、機能的・効果的

に研究を進められるように体制作りを

することである。 

 

 

７月第３回 

 

 

 

○理論研修、道研連研究大会発表準備 

 ・最終報告用発表映像作成 

 ・「研究の視点」具体化 

 

※これまでの研究内容に関わる討議結

果を踏まえ、授業（実践）を基に、目

指すべき姿を討議。 

 

８月第４回 

 

 

 

○理論研修、道研連研究大会発表準備 

 ・最終報告用発表補助資料作成 

 ・「研究の視点」具体化 

 

◆８／６後志教職員夏季研 

 

 

 

９月第５回 

 

 

 

○理論研修、道研連研究大会発表 

 ・研修講座 

 

 

◆９／１７道研連後志大会参加 

◇９／１８研究発表 

 

 

10月第６ 

回 

 

 

○理論研修、最終報告まとめ準備 

 ・「研究の視点」成果と課題 

 ・「検証授業」成果と課題 

 

 

 

 

 

11月第７ 

回 

 

 

 

○理論研修、最終報告まとめ準備 

 ・「研究の視点」成果と課題 

 ・「検証授業」成果と課題 

 ・最終報告書原稿検討 

 

 

 

 

 

 

１月第８回 

 

 

 

 

○理論研修 

 ・最終報告書原稿最終確認 

        （「主題」から「実践」まで含んで） 
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６．研究構造図

生きる力

豊かな人間性 健康・体力

確かな学力

今日的な教育課題や社会的要請
・家庭や地域の教育力低下 ・人間関係の希薄 ・急激な社会変化
・規範意識の低下 ・教育的ニーズの多様化 ・学ぶ意欲の低下 など

後志管内教育の実態学校現場のニーズ

〈目指す子どもの姿〉
○既習や経験を生かして ○意欲にあふれ、 ○知的好奇心にかられ、
問題解決に取り組む子ども 仲間と共に学ぼうとする子ども さらに学び続けようとする子ども

〈研究体制・方法〉
○今日的な教育課題を受けた理論研修 ○所員による子どもに寄り添った検証授業の構築と実施
○全体部会での理論研修 ○部会での理論研修と授業構築 など

〈研究の目的〉
「確かな学力」の向上のためには、個に応じた指導をより一層工夫しながら基礎・基本の確実な定着を図り、指導と一体

化した評価を行っていくことはもちろん、併せて発展的な学習の場を設けて、一人一人の個性等に応じて子どもの力をより
伸ばすことも重要である。そこで、「確かな学力」の向上に向けて、創意・工夫を生かした取組みをどう進めるか、よりよ
い評価をどう進めるか等について、実践的な研究を推進する

〈研究主題〉

自ら考える力を育む学習指導の工夫

【研究仮説１】
「基礎的・基本的な知識や技能

を習得及び活用する学習活動」と
「これまでに培われてきた力を発
揮して問題解決に取り組む探究的
な学習活動」を効果的に盛り込ん
だ単元構成の工夫を図ることによ
り、基礎・基本の定着と共に思考
力・判断力・表現力等を育むこと
ができる。

【研究仮説２】
問題解決的な学習を基盤とし、

「課題意識（問題意識）」をもちな
がら、解決に向けた「自分なりの
考え」を基に「仲間と共に学び合
う場」を意図的に設定した学習過
程とその指導の在り方を工夫する
ことにより、「自己解決力」が育ま
れる共に「学ぶ楽しさ」を味わい、
学ぶ意欲を向上させることができ
る。

【研究仮説３】
単元を通した意図的・計画的な

評価を適切に行い次の指導に生か
していくより、基礎的・基本的な
知識や技能の定着が個に応じて図
られていくと共に、「わかる」喜び
を実感しながら学びを連続させて
いくことができる。

〈視点２〉
問題解決的な学習を基盤とし、

「課題意識（問題意識）」をもち
ながら、解決に向けた「自分な
りの考え」を基に「仲間と共に
学び合う場」を意図的に設定し
た学習過程とその指導の在り方
の工夫改善

〈視点１〉
「基礎的・基本的な知識や技
能を習得及び活用する学習活
動」と「これまでに培われて
きた力を発揮して問題解決に
取り組む探究的な学習活動」
を効果的に盛り込んだ単元構
成の工夫改善

〈視点３〉
単元を通した意図的・計画的

な評価を次の指導に生かしてい
くための工夫改善

〈研究の視点〉



第２章

研究の内容
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〈第２章〉研究の内容

はじめに

本研究では、問題解決的な学習を基盤としながら学習指導の在り方を探

っている。これまでも問題解決的な学習を基盤として研究が進められ、多

くの検証授業を通して、その効果が明らかとなっていることは確かなこと

である。

しかしながら、日常の実践の中で問題解決的な学習が展開されていても、

それは学習過程を形式的にとらえた実践が多いのではないかという課題

が、全国的にもまた管内小中学校の現場でも指摘されている。

ここでいう「形式的な問題解決的な学習」とは、

◆子どもが問題意識をもって、その解決に取り組むような展開ではな

く、受身的な学習となっている。→（おもしろそうだ、やってみたい）

◆学習課題が子どもにとって必要感や切実感がないまま解決に取り組

んでいる。→（どうしてかな？不思議だな？）
◆自力解決で一人ひとりの子どもたちが自分なりの考えをもったとし

ても、それを生かすことをせず、全体で練り合うことのないまま教

師から一方的な形でまとめが提示されている。→（みんなはどうしてる
んだろう？なるほど自分もこうしてみたいな。）

◆身に付いた知識や技能、考え方を活用し、新たな課題を解決したり、

子どもの生活に生かしていく工夫が乏しい。→（次はこんな事がしたい
な。じゃこれはどうなんだろう。）

などのことを指摘されるような学習である。

これらの管内教育現場における課題を踏まえるとともに、各教科の

特性を生かしながら単元構成の在り方を見直し、構築していくこと

が大切であると考える。

＊→（ ）：目指す子どもの思い

【視点１】

「基礎的・基本的な知識や技能を習得及び活用する学習活動」と「これまでに培われてきた力を発揮し

て問題解決に取り組む探究的な学習活動」を効果的に盛り込んだ単元構成の工夫。

１．「基礎的・基本的な知識や技能を習得及び活用する学習活動」と

「これまでに培われてきた力を発揮して問題解決に取り組む探究的な学習活動」

（１）「基礎的・基本的な知識や技能を習得及び活用する学習活動」とは

学習指導を展開する際に「基礎・基本の定着」が図られることが何より

も大切である。まずはその単元で身に付けなければならない基礎・基本を

教師がしっかりと明確にすることが必要であり、それを単元全体を通して

子どもがどのようにして身に付けていくかという道筋を計画していくこと

が重要となる。

その過程において、単に教え込みの学習時間とするのではなく、子ども

たちに課題意識をもたせ、学習意欲を喚起する工夫が重要となる（視点２

とのかかわり）。基礎・基本の習得を第一の目的とした授業でも、教え込

みに終わるのではなく、「教師からの指導事項」と「子どもたちが考えた

り、気付いたりできる事項」を明確にし、指導の工夫も図っていくことが

必要と考える。

単なる教え込みではなく、

考えさせる指導の工夫を

「形式的な」問題解決的な

学習の改善
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さらに、習得した基礎的・基本的な知識や技能を活用し、新たな問題を

解決する場面の設定も必要である。生きて働く力を培うには、身に付いた

知識や技能を使うことができるという実感を伴わなければ、子どもにとっ

て、有意義な学習となったとは言えないと考える。

「習得を中心とした学習活動」と「活用を中心とした学習活動」は、明

確に分離できるものではなく、相互に関連しあい、時には１単位時間のな

かに両方のねらいが含まれる場合も考えられる。

◇新たに学ぶ事項として知識技能の獲得・定着としての「習得」

◇獲得、定着した事項を「活用」し、問題解決的な学習を行う（習得→活用）

◇更に高次の学びにスキルアップする際の「習得」（活用→習得）

◇既習事項を「活用」させ、問題解決的な学習をする際に必要な基礎・基

本の知識・技能の必要性に気付き自ら獲得しようとする「習得」以上の

ように、「習得」から「活用」、そしてまた高次の「活用」から「習得」

など常に関連し合っており、明確に分けられるものではないと考える。

また、教材についても「習得」を目的としたものか、「活用」力をつけ

るためのものかを意識して作成し、授業のどの場面で取り組ませれば効

果的かを考えることが重要である。大切なことは、単元を通して、子ど

もに身に付けたい力は何かを明確にし、その学習内容と学習活動に整合

性がもたれ、効果的に位置付けられているかということと、それは、最

終的に生きて働く力として、「思考力・判断力・表現力」を育むことだ

と常に教師が認識することと考える。

（２）「これまでに培われてきた力を発揮して問題解決に取り組む探究的な学習活動」とは

本研究における探究的な学習活動とは、子どもがこれまでに培われてき

た力を発揮して問題解決に取り組む姿を目指して行われるものと考え

る。したがって、さまざまなパターンがあるものであり、その教科また

は単元によって臨機応変に単元全体の中に位置付けられるものである。

たとえば、

◇総合的な学習おいて、問題解決的な学習として展開されるもの

◇単元終末に位置付け、それまでに身に付いた知識や技能を発揮し

発展的な学習として展開されるもの

◇単元のはじめに位置付け、探究していくことで新たな疑問等が生

まれ、それらを解決するために、学習のスタートとして展開され

るもの

などが考えられる。

これらについては、上記でも述べたが、教科や単元の特性によって、そ

の学習効果が得られるように考えて設定されることが大切である。

２．単元構成を考える際に

これまで述べてきた「基礎的・基本的な知識や技能を習得及び活用する

学習活動」は、１単位時間のなかで明確に分けられないことも考えられる。

何よりも大切なことは、教科・単元の特性を踏まえ、また子どもたちの実

態に応じ工夫された単元構成となることが重要である。

このように学習内容のねらいに沿い、上記にある学習活動が効果的に位

置付けされた単元構成の工夫を図ることにより、基礎的・基本的な知識や

技能が身につき、それを生かしながら、思考力・判断力・表現力等が単元

を通して育まれ、子どもの学習意欲を高めていくことにつながると考える。

教科・単元の特性を生かす

「習得」と「活用」の関連
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以上のことから、単元構成を考える際には次のことを大切にしたいと思

う。

◇問題解決学習を基盤とした単元構成になっているか？

◇子どもの実態に応じ、教材のねらいを踏まえた単元構成になって

いるか？

◇子どもの思考の流れに沿った単元構成になっているか？

◇子どもの切実感、必要感のある学習で単元が構成されているか？

◇前時で得られたこと（習得したこと）を次時に生かす（活用する）

ように単元構成されているか？

授業を構想したり、組立て終わったりする際に上記の５点をチェックし

ていくことで、子どもに「自ら考える力を育む学習指導」ができると考え

た。

各教科

・・・

小学６年間
単元計画

単位時間

確かな学力

探究

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育
成

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
や
技
能
の
定
着

習得

習得

習得

活用

活用

活用 探究

新たに学ぶ事項や
知識技能の獲得・定着

獲得・定着した技能を
活用した学習

更に高次の学びに
スキルアップする際の

様々な既習事項を
活用した学習

必要性に気づき自ら
獲得しようとする

問題解決的な学習や
生活体験の中での

新たな疑問や関心が生まれ
それを主体的に解決しようとする

問題意識を持ち、
自ら解決に取り組む

年間計画

中学３年間
習得活用



★「基礎的・基本的な知識や技能を習得及び活用する学習活動」を効果的に盛り込んだ単元構成の実践 小学校６年算数「立体の体積」★
時 主な学習活動・思考の流れ 教師の関わり

1 オリエンテーション
3M いろいろな形、大きさのチョコがあるよ。どれが一番大きいかな？

立体の大きさを調べるには、どんな方法がある？

【自力解決】

○重さを量ったらいいよ。○定規で長さを測る。

○とかして同じかさの容器に入れて比べる。○どれかを元

【全体交流】

○同じ大きさの箱に何かを詰めて、比べる片方の箱に移し替える。

○チョコをくだいて同じ大きさの容器に入れて比べたら？

○でも、隙間ができたらだめだよ。

もののかさのことを「体積」といいます。
実際に、いろいろな方法で調べてみよう。

2~3 ３つのチョコがあるよ。それぞれのチョコの大きさの違いはどれだけ？
6M

立体の体積の違いをはっきりさせよう。

【自力解決】

○ Aと Cは、同じ広 ○ B と C も同じよう
さの面があるから に比べら れ

高さの違いで比べ る。

られる。

○ＡとＢもどちらかに合わせて切ってきれば、違いがわか

○１辺が１㎝の立方体がいくつ分か。 A：６４ B：６０
【全体交流】

○どれかをもとにして、他を同じ大きさに切ってみれば、違いはわかるよ。

○とかして同じ容器に入れ替えてみる。単位はミリリットルで、数字で表せる。

○面積は１㎝×１㎝の大きさをもとにしたから、立体も同じように考えると

１辺が１㎝の立方体をもとにするといい。

決まった単位量のいくつ分かで表すといい。

１辺が１㎝の立方体の体積を「１立方センチメートル」１㎤ と書きます。

練習問題 ということは、体積は計算で求められるよ！

4 体積１㎤のチョコレート。どちらの箱がどれだけ多くつめることが

3M できるかな？

直方体と立方体の体積の求め方を考えよう。

【自力解決】

○１段目は、縦に４個、横に１０個だから４０個。３段

○４×１０×３だから、公式にすると縦×横×高さという

○立方体も同じように考えると・・・。

【全体交流】

○面積と同じように、単位となるもののまとまりがいくつ

１段目と同じまとまりが、さらに何段あるかということ。

○どんな直方体、立方体でも使えるから、公式を作ること

直方体と立方体の体積を求める公式は…

直方体の体積＝縦×横×高さ 立方体の体積＝１辺×１辺

5
3M いろいろな立体の体積を求めてみよう。

○公式を適用して体積を求める問題。

○交換法則などを使って、工夫して体積を求める問題。

○展開図を読み取って、体積を求める問題。

関立体の体積に興味を持ち、比べようとし

ている。（観察・発言）

具体物を活用しながら説明。（算数的な言

語活動）

自力解決の中で気づいたいろいろな方法を

交流させながら、数値化するよさに気づか

せる。また、切り取って比べた差がどんな

大きさになっているのかに気づかせる。

次の学習への課題意識を持たせて授業を終

える。

考立体の体積を比べる方法を既習や数値に

着目して考えている。（観察・発言）

次の学習への課題意識を持たせて終える。

関立体の大きさを調べる方法を考えようと

している。（発言・ノート）

知体積の意味や体積の単位「立方センチメ

ートル（㎤）」を理解している。（ノート）

黒板に見取り図を提示する。数値は示さず、

どうすれば大きさを調べられるかを問う。

板書された児童の考えをもとに、話し合う。

（ネームマグの活用）

知っている公式を話したがる子もいる。そ

のような子には、本時の課題をしっかり把

握させ、課題意識を持たせる。

前時に出された方法を試すことができるよ

う、具体物や道具を用意する。

知体積の求め方を理解している。

（ノート）

表公式を使って、直方体、立方体の体積を

求めることができる。（観察・ノート）

前時の学習を想起させながら、どんな計

算で求められるかを話し合っていく。

１㎤がいくつ分あるかといいう考え方を使

うと、どんな直方体・立方体でも体積を求

めることができることに気づかせていく。

考体積を求める公式の意味について説明で

きる。（観察・発言）

★ オリエンテーション ★
学習内容の見通しを持たせ、課題意識を持って

学習することをねらいとした導入の工夫。

★ 活用→習得 ★
前時の課題意識から、「チョコの大きさの違いを

どうやって表すか？」という課題意識を持たせる

ことが大切。既習である面積の学習、単位量あた

りの学習を活用しながら、新しい考え方である「体

積」という基本の考え方を習得することがねらい

である。

★ 習得→活用→習得 ★
習得した「体積」の表し方という基本の考え方を

活用し、任意の大きさの体積の求め方を考える学

習である。ここでは、「公式」という一般化する

方法へと向かうことで、新たな知識を習得するこ

ととなる。

★ 基礎的・基本的な知識や技能の定着 ★
体積の基本となる考え方を活用する力を高める場面で

あり、確実な定着をねらう。

- 11 -
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１.「課題意識（問題意識）」を生む導入時の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決的な学習を基盤とし「課題意識（問題意識）」をもちながら、解決に向けた「自分なりの

考え」を基に「仲間と共に学ぶ場」を意図的に設定した学習過程とその指導の在り方の工夫改善 

【視点２】 

子どもの学ぶ意欲を向上させ、自己解決力を育むためには、まず子ども一人一人に「なぜだろ

う？」、「自分もやってみたい！」、「もし、○○だったらどうだろう？」といった問題意識を高

めることが必要である。 

子どもの課題意識（問題意識）を高め、自ら考える力や解決しようとする意欲につながるために

は、単元との出会い、あるいは、１単位時間でのはじまりの部分、つまり導入時の工夫を図ること

が重要になってくる。 

○身近な素材や事象 
○体験活動やゲーム 
○必要感や切実感を生む
問題の設定  など 

 
 

○ワークシートの活用 
○ヒントカードや補助教 

材等の準備 
○レディネステスト など 
 
 

○小集団交流の位置付け 
○全体交流時のかかわり 

（発問の吟味・論点の整理 など） 
など 

 
 



- 13 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の生活と深

くかかわる身近

な事象 

身近な事象から単元の導入を行うことで、子どもにとっては親近感をもちな

がらその対象とかかわることができる。そのため、①「安心して学習を進める

ことができる。」②「子どもたちの間で共通イメージをもちながら学習を展開

できる。」③「論点が焦点化される。」などのよさがある。また、身近である

がゆえに新たな発見への驚きが大きかったり、「何とか解決したい」といった

切実感も生まれたりすると考える。 

体験的な活動や 

ゲーム性を取り

入れる 

五感を総動員して、対象とかかわっていく体験活動は楽しさ・意欲と共に学

習の対象に深くかかわる目を養うことができる。単元の導入で体験的な活動を

入れることにより、体験で得た知識や感覚、気付きなどを今後の学習に生かす

ことができる。また、ゲームを行うことで「困ったこと」や「新たな課題」が

発生し、解決への必要感が生まれると考える。 

ある現象（見る

こと・触るこ

と）から 

単元の導入部分や１単位時間の導入において、ある事象をじっくり観察し、

不思議な現象に触れたりすることで、子どもたちの「なぜだろう？」、「こん

なことに気づいた！」、「自分もやってみたい！」などの知的好奇心が煽ら

れ、追求意欲も高まっていくと考える。 

この表は何と何の関係を表しているで
しょうか？              
  

増えたり減

ったりして
るなぁ… 

 

何かの料

金かな？ 
一方が増えれ

ばもう一方も
増えるぞ！ 

 

 

自分の町の水
道料金の計算

方法を知りた

いな… 

 

 

実践例：中学２年数学「１次関数」の導入 
何が変わるとも

う一方がそれに
ともなって変化

するかな？ 

 

 

４月 ５月 ６月 ７月 

３０ ２８ ３４ ３８ 

6290 5810 7130 7870 

 

実はこれ、ある家庭の毎月の水道の使

用量と料金の関係なのです。 

こんなにも

水道代って

かかってる
んだぁ… 

 

 

１年で学習
した比例・

反比例とは

違うなぁ… 

 

 

導入時の工夫

課題意識（問題意識）を持たせる

○身近な素材や事象

○体験活動やゲーム

○必要感や切実感を生む問題設定 など

なぜだろう？

やってみたい！！

問題解決的な学習を基盤として

「自ら考える力」を高めるための３段階 

第１ステージ 

必要感・切実感などをもつような問題や課

題を設定し、「解決したい」「なぜだろう、

やってみたい」と思わせる工夫を図る。 

第２ステージ 

 自分の考えをもつ際に、前時までの学習事

項や生活経験を生かせるようにし、その経験

を多く持てるようにする。 

第３ステージ 

「小集団交流」「全体交流」を言語活動の

充実をもとに行い、次への学習意欲（広が

り、深まり）をもつようにする。 

 

第１ステージ 
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２．「自分なりの考えを持つ」ための      

教師の支援策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の意図的な

支援の大切さ 

１単位時間で確

実に学びの高まり

を実感できるよう

な学習を展開した

い。そのためには

教師の意図的な支

援の工夫や学習過

程の工夫をするこ

とが大切である。 

ワークシートの

活用 

ワークシートを活用することにより、子どもの考えるべきこと（問題や課

題）が明確になる。また、一人一人が考える時間も保障されることで全員が発

表できる機会にもつながっていくよさがある。さらに、教師側としても「だれ

が」「どんな考え」なのかを把握しやすく、その後の学習展開に生かしやす

い。 

個に応じた具体

的な支援の工夫 

全員に「わかる喜び」「解決したときの達成感」を味わわせるためには、前

時の見取りや以前の関連した単元の評価、あるいはレディネステストなどか

ら、予め子どものつまずきを予想し、具体的な支援策を講じることが大切であ

る。より適切な支援を講じるためには、１単位時間での教師のかかわりや見取

りが大切になってくる。そのほか、ネームカードを活用し、一人一人の考えを

表出させたり、視聴覚機器を用いて、視覚に訴えたりすることも大切になって

くる。 

子どもが自分なりの考えをもつためには、まずは、子どもが課題意識をもつ

ことである。そして、次の段階として、本時の学習と既習事項をつなげて考え

る（考えようとする）ことが大切である。本時と既習がつながることで、主体

的に学習でき、自ら考える力が高まるであろう。 

そのためには、単元構成の工夫に加えて、１単位時間の導入時においても、

前日までの学習事項との関連や次時以降に学習していくこととのつながりを教

師が意識して意図的に設定していくことが大切になる。例えば、本時の学習の

終末場面において、次時に学習する事項が子どものつぶやきとして表出するよ

うな学習展開にしたり、学習のふり返りで出された気付きや疑問を次時の学習

の課題に設定したりするなど、子どもの思考が連続するような学習をすすめて

いきたい。「既習事項を活用することで解決できる」といった経験を数多く積

むことで、子どもにとっては既習事項の大切さを実感することができるととも

に、ノートや教科書で前日までの学習を振り返る習慣が身に付いたり、既習事

項は活かせないだろうかと考えながら解決に向かったりするなど、主体的な姿

勢とともに学び方そのものが身に付くであろうと考える。 

また、本単元を学習するに当たって「関連する既習事項は何か？」、そし

て、「既習事項がどれ位身に付いているのか？」を把握しておくことで、単元

の学習の重点を意識して指導したり、個別の支援の手立てが明確になったりす

ることで、より多くの子どもに達成感や成就感を味わわせることができ、学ぶ

意欲も向上させることができるのではないかと考える。 

  

自分なりの考え

を持つために 

自分なりの考えを持つ

教師の意図的
な支援

○前日までの学習事項との関連

○次時以降に学習することとのつながり

○既習事項を活用することで解決できる

という経験を数多く積ませる

既習事項を活かしながら
解決に向かう子

学び方そのものを
身につける子

第２ステージ 
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 ○指導案に書いた板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○実際の授業の板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書の工夫 子どもの１時間の学びを共感的、意欲的にさせるために板書の工夫を図るこ

とも必要である。学びの過程や重要事項が整理するために、授業者が予め板書

計画を立てておくことが重要である。また、構造的な板書を心がけることによ

り、全体交流などの話し合い活動にも活用することができる。 

２
月
５
日
（
月
） 

日
直 

○
○ 

○
○ 

 
２つの囲いの広さを比べよう 

課 題 

   

 
 

 

≪予想≫ 

≪方法≫ 

切って重

ねる 

マスを書

き入れる 

おはじき

を並べる 

たてと横

をかける 

見た目で

納得でき

る。 

数で違いを表すことができるので

違いが伝わりやすい。 

計算でで

きるので

簡単。 

切れない

ものもあ

る。 

手間がかかる 隙間がで

きてしま

う。 

広さを表

している

のかな？ 

 
いろいろな方法で広さの違いを比べることができた 

まとめ 広さを比べた時に数字で表すと

違いが分かりやすい 

≪結果≫ Ａの方が広い→周りの長さが同じでも

広さはちがう。 
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３．「仲間と共に学ぶ場」を意図的に設定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仲間と共に学ぶ

ことの大切さ 

一人一人の自力解決の段階では、考えに自信がもてなかったり、多様な方法

には気がつかなかったりすることも予想されるが、教師の意図的・計画的なか

かわりのもとに、全体で交流し合うことでより考え方に深まりや広がりを生む

ことができ、「みんなで学ぶよさ」を実感できるのではないだろうか。みんな

で学ぶよさを実感することがみんなで生活することのよさへとなり、よりよく

生きる力へと発展することが期待できる。 

小集団交流の場

の設定 

子どもたち自らが必要な情報の受発信を通して、自分や友達の考えを比較検

討したり、結果を吟味したり、一般化の方向でまとめたりしながら、自らの考

えを深めたり、修正したり、新たな問いが生まれるような活動を展開するため

に、小集団交流の場を意図的に設定する。 

教師は授業の中で、子どもの思考や解決を見取り、意図的に交流に向かわせ

る支援を行うことで、素朴な疑問が解決されたり、考え方が整理されたり、新

たな解決への視点が生まれたりするなど、ある一定の解決を子どもに委ねるこ

とができる。 

小集団交流のよ

さ 

○全体で発表する自信がない子どもも自分の考えを主張する機会ができる。 

○同じような解決方法に触れ、自信を深めることができる。 

○解決途中の自分の行き詰まりを解消する情報を手に入れることで、解決とい

う成就感を得ることができる。 

小集団交流時の

留意点 

○常に気の合う友達との交流に終始してしまい、自分の考えを広げきれないこ

とがないようにする 

○単なる教え合いや発表のし合いにならないようにする。 

○交流の場に教師が積極的に入っていき、交流の様子を把握するようにする。 

○自力解決ができていない子どもに、ヒントになるような考えの子との交流を

促すようにする。 

 

実践例：６年算数「単位量あたりの大きさ」での小集団交流の位置づけ 

往復の平均の速さは、どうすれば求められる？ 

〔自力解決〕 
①行きと帰りの道のりは同じ。だから時速を足して２で割る。 

平均は（９０＋３０）÷２＝６０ 答え 時速６０km 

②往復の道のりと時間を出し、速さの公式を活用する。 

往復でかかった時間は ２＋６＝８  

往復の道のりは１８０×２＝３６０ 

平均の速さは、３６０÷８＝４５km   答え 時速４５km 

③行きと帰りの速さを足して、時間で割る。 

（９０＋３０）÷８＝１５               答え 時速１５km 

〔小集団交流〕 
・①派…平均だから足して割るでまちがいないと思うんだけど、②の考え

も間違ってないような… 

・②派…時速６０㎞だと往復の道のりが合わないよ。 

〔全体交流〕 
・道のりの公式を使うと、①の考えは往復の道のりが４８０㎞になってし

まう。 
・往復の平均を出すには、速さをたして考えてはいけないということだ。 

平均の求め方「足して割る」の考えを
活用して、考えを終えた子へは、まち
がいであることには気づかせずに、他
の方法へと向かわせる。 

（②の方法へ） 

多様な考えが出ない場合はＴ２か
ら、考えを出してもらう。 

指名し、①と②の式を板書してもら
う。その後、全員に自分の考えである
方にネームプレートをはってもらう。 

①の考えが違うことについては、交流
の中で気づかせていくようにする。 

既習を生かして根拠を述べながら説
明するようにする。 

ねらいを明確に
した小集団交流
の位置づけ 

主な学習活動                     教師のかかわり 
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全体交流時の教

師のかかわり 

一人一人が自分なりに解決した段階から、それぞれが情報を受発信して友だ

ちと比較検討し、よりよい見方や考え方へ高めていく。しかし、子どもたちだ

けに委ねてしまう活動で終わってしまうのでは、一人一人が十分な納得を得ら

れなかったり、検討を進めているうちに新たな疑問に突き当たったりし、より

よい解決へ向かう途上の状態になることもあるはずである。 

そこで、より多くの子どもと教師によって力を集結しながら練り合うこと

で、よりよい解決へ高めることを目指した全体交流の場を設定する必要があ

る。多くの友達と練り合うことで内容的に一歩、一段深まった実感の伴う解決

を経験することが真の意味での“仲間と共に学ぶよさ”の意識を育てることに

なると考える。 

そのために、教師のかかわりとして以下のような手立てが考えられる。 

ゆさぶりの発問 自分たちが考えたことや方法が「本当に正しいのか？」、あるいは、「どん

な時にも当てはまるのか？」などを子ども一人一人に問いかけ、確かな学び、

深まりのある学びにするために、ゆさぶりの発問を事前に準備しておく。 

比較検討の場を

設ける 

それぞれの考えや方法を比較検討する場を設けることで、共通点を見出した

り、相違点を明確にしたりすることができる。その結果、見えないものが見え

てきたり、課題がはっきりしたり、一般化が図られるようになる。 

「仲間と共に学ぶ場」を意図的に設定する

教師の意図的・計画的なかかわりのもとに、全体で交流し合うこ
とでより考え方に深まりや広がりを生む

小集団交流 全体交流

・自分や友達の考えを比較検討
・結果の吟味、一般化
・考えの修正、深化、新たな問い

自分の考えを
主張する子

自信を
深める子

行き詰まりを
解消する子

○自分の考えが広げられる交流
○単なる教え合いや発表のし合いにならない
○教師が積極的に入り、交流の様子を把握
○自力解決ができていない子どもへ、意図的

な交流を促す

・教師と多くの子との練り合い
・よりよい解決へ高める

思考を広げ
られる子

解決のよさを
実感できる子

共感し学び
合える子

・焦点化された課題を設定し、
子どもが話し合う内容を考えておく

・子どもの思考をゆさぶる発問
・子どもが比較検討する場を設ける
・子どもの納得を生む資料提示の工夫

第３ステージ 

 



学 習 生 徒 の 学 習 活 動 ◎ 教 師 の は た ら き か け ☆ 評 価 ○ ・ 留 意 事 項 ●
課 程 思 考 の 流 れ

◎前時の学習内容を振り返る ☆学習課題のために、それまで ○積極的に発言しているか。
学 の学習内容にふれる。 行動観察【関】
習 ◎方位や太陽の1日の動きを確認す ☆事前の確認として、方位を復
課 る。また、星の動きも同じであ 習する。
題 ることを確認する。 ☆それぞれの空でどのように動
の ◎東の空、西の空、南の空の太陽 くか、確認させる
把 星の動きを書く。
握

●空間把握が難しい生 徒が
１ ５ 学習課題 多いので、少し時 間をか

分 日本の北の空では、星はどのような動きをするのか ける。
●天球をイメージさせ、北の

空もあることを強 調する。

◎北の空の動きを予想する。 ☆根拠を持たせた予想をさせる。 ●間違ってもいいので、根
・縦に動く ・横に動く 拠をしっかり述べさせる
・斜めに動く ☆予想された動きについての根 よ う にする。
・まわる 【個人】 拠から、自分の考えを持たせる。

◎どのようにして、北の空の星が ☆予想された内容を絞り込むた
まわるか、説明を考えながら話 めに小集団活動を促す。
し合う。

【小集団交流】
・地球儀を使って。
・傘を使って ☆話し合うポイントを明確にする。

課 ・画用紙を使って
・天球を使って ☆モデルを用いるときの自分の

題 位置や使い方を確認する。
○モデルを使って的確 に調

☆北の空の星の動き方の特徴、 べているか。行動観察【実】
解 規則性について発見したこと ●モデルの使い方や自分い

◎小集団交流によりかためた考え をワークシートに書くように る視点を明確にさせる。
決 を発表する。 指示する。

【全体交流の設定】 ○北の空の動き方を説 明で
２ ５ ☆発表の環境を整える。 きるか。行動観察、 ワー

北の空の天体は
分 反時計回りに動く。 ☆生徒一人ひとりがわかる喜び

なぜなら を得られるように体験させる。
・傘モデルで東の星が登る回し
方をすると北の星が反時計回り ☆よい疑問があれば、紹介する。
にまわるから
・傘モデルで西の星が沈む回し ☆モデルを用いながら、確認する。
方をすると北の星が反時計回り
にまわるから クシート【科】
・見かけの動きは、自転と反対 ☆新たな疑問が発生しても、日
回りだから、地球儀を使うと反 本付近の日周運動をまとめて
時計回りになる から、次の疑問へ

●生徒の考えを肯定的にと
◎北の空の動きを確認し、ワーク らえさせるような雰囲気

シートに記入する。 作りを行う。
☆北の空の動きをしっかりと理

・北の空では、反時計回りに動く。 解させる。
・北の空では、動かない星がある。

どうして？
☆北極星の話にふれる。

●根拠と共に理解させるよ
うにする。

◎星の１日の動きを東西南北の空 ☆天体の日周運動をまとめ、説 ●時間があれば、日本以外
ま でどのように動くか、まとめる。 明する。教科書で確認する。 の視点である赤道 や北極
と 点での星の動き について
め ◎自己評価 ☆新たな疑問が出れば対応する。 も考えさせる。

１ ０ ☆生徒の感想、疑問を次の時間
分 に活かす。【問いの連続性】

前 時 を 思 い 出 さ せ る

よ う に ヒ ン ト と な る

言 葉 を 出 し 支 援 す る 。

小 集 団 交 流 を 活 か し 、

他 の 助 け を 得 ら れ る

よ う に 支 援 す る 。

周 り の 意 見 を し っ か

り 記 入 で き る よ う に

支 援 す る 。

◎自分の考えをもつ
既 習 事 項 と 関 連 さ せ な が ら 予 想 さ せ 、 自 分

なりの考えを持つ。考えの途中だった生徒や根

拠 に 自 信 の な い 生 徒 の た め に も 、 小 集 団 活 動
を 行 い 、 北 の 空 の 星 の 動 き を 太 陽 の 動 き
や 地 球 の 動 き か ら 説 明 す る こ と が で き る 。

◎仲間と共に学ぶ場の設定
小 集 団 を 行 う 際 に 自 分 と 同 じ 考 え や 友 達 の

話を聞いてみたいという所に集まれるように、
意図的に交流の場を設定する。

全体交流では、自分の考えや友だちの考えに
ついて根拠をもとに話合いを行う。その結果考
えが一般化され、新しい知識となる。

◎習課題意識をもたせる
方 位 、 太 陽 ・ 星 （ 北 以 外） の星の動きを確認

し、太陽では考えることのできなかった北の星

の動きに課題意識を持たせる。

- 18 -
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【視点３】
単元を通した意図的・計画的な評価を次の指導に生かしていくための工夫改善

子どもの学力を、「知識・技能」の量のみではなく、「意欲・関心・態度」
や「思考・判断」を大切にしてとらえるとともに、評価規準を明確にし、
評価方法の工夫を図ることは、すなわち授業自体の改善である。学力を４
観点または５観点で考えると、観点それぞれを高める指導場面が必要であ
ることは言うまでもなく、指導したことについては、その成果と課題を評
価して次の指導に生かすことが大切である。評価の充実と授業改善は表裏
一体であり、我々教師は評価観の在り方を窓口にして授業そのもののあり
方を常に自己点検しながら、よりよい授業の構築に取り組む必要がある。

評価は評価をする時期によって、（１）診断的評価、（２）形成的評価、
（３）総括的評価の３つに分けることができる。意図的で計画的な評価を
しっかりと立て、指導し評価することによって評価に対する客観性や信頼
できるのである。

指導計画 評価計画

確かな学力

評価を指導に生かす

目標・評価規準の設定

診断的評価

形成的評価

（診断的評価）

形成的評価

総括的評価
次年度の計画に反映

評定につながる評価

指導の工夫・改善
定着・理解

指導の見直し

定着・理解

指導の見直し工夫・改善

計画に基づいて指導



- 20 -

（１）診断的評価…単元を指導する前に子ども達の興味・関心や既習事
項の定着などをとらえる評価。子どもの実態に応じた
指導計画を組み立て、より効果的な指導をするため

に行う。

（２）形成的評価…単元を指導する過程で、目標の実現状況を捉える評
価。子どもの一人一人の実現状況に応じ指導・支援す
るために行う。

（３）総括的評価…単元の終末に、単元の目標の実現状況をとらえる評価。
その単元の指導がねらい通り行われたかどうかをとら
え、その後の学習などに生かすために行う。

指導計画と評価計画を充実させるためには、指導内容や学習展開と評価
規準や評価の方法が一体となって構築されていなければならない。
すなわち「いつどこで（場面）・何を（観点）・どのように（方法）」評

価するのかということを指導計画に位置付ける必要がある。

（１）年間指導計画
実際に指導計画を立てるときに同時に評価計画も立てることで、
指導と評価を結びつけて考え評価がスムーズに行えるようにする
必要がある。

（２）単元の評価規準
年間指導計画・評価計画をより具体的に考えていくためには単元

の評価規準を考えることになる。単元を通しての身に付けさせたい
力を明確にするものである。

〈本単元の評価規準〉
関心・意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解

・ 数 の 構 成 や １ ０ の 補 ・ １ ８ ま で の 数 の 構 ・ １ １ ～ １ ８ か ら １ ・ １ １ ～ １ ８か ら
数 な ど の 学 習 経 験 を 生 成 や １ ０ の 補 数 に 着 位 数 を ひ い て 、 繰 り １ 位 数 を ひ い て、 繰
か し て 、 １ １ ～ １ ８ か 目 し て 計 算 の 仕 方 を 下 が り の あ る 減 法 計 り 下 が り の あ る減 法
ら １ 位 数 を ひ い て 繰 り 考える。 算ができる。 計 算 の し か た を理 解
下 が り の あ る 計 算 の し する。
か た を 進 ん で 考 え よ う

とする。

（↑学習指導委員会検証授業：単元名 小学１年「ひきざん」 より）

（３）単元の指導計画と評価計画
さらに具体的に考えていくには、一単位時間の指導計画と評価計

画を作ることになる。一単位時間の内容や目標、評価規準を作成す
ることで、より正確に子どもの実情をとらえ、指導に反映すること
ができる。また、指導のポイントを再確認することになり、評価を
スムーズに行うことにつながるのである。

関 話聞 書く 読む 言
７月 オツベルと象 ○ ノート 関心

○ ノート 読むウ

３．主題を考える。 ○ 朗読 言語ウ

学習指導要
領との関連

１．白象やオツベルに
とって何が大切なの
かを想像する。

１．場面の移り変わり
を考えながら、物語の
内容をとらえる。

２．作品の構成や展
開をとらえる。

２．表現や展開のおも
しろさを発見し、内容
を読み味わう。

１．作者について、他
の作品について詳しく
触れる。

１．オツベルと白
象の価値観やも
のの見方・考え
方の違いをとら
え、自分なりの
考えを持つ。
２．同様の表現
の繰り返しや語
り手の存在な
ど、作品の構成
の工夫に気付

評価の場面と
方法

３．語りの口調で
表現されている
ことに気付き、擬
声語や擬態語の
働きに気付く。

備考指導上の留意事項

国語科年間指導計画・評価計画
評価の観点

月 単元・教材 学習目標 学習活動 評価規準
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〈評価計画〉
関心・意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解

１ こ れ か ら の 学 習 に 対 し て 、 意 既 習 事 項 を 生 か し な が ら 、 具 体

欲 と 見 通 し を 持 と う と し て い 物 の 操 作 を 行 い 答 え を 求 め る こ

る。 とができる。

（発表） （ワークシート・発表）

２ 具 体 物 を 操 作 し 、 自 分 の 考 え く り 下 が り の あ る ひ き 算 の し か

を 表 し 、 発 表 し よ う と し て い た に つ い て 、 １ ０ の ま と ま り に

る。 着目して考えている。

（ホワイトボード・発表） （ホワイトボード）

３・４ 減 加 法 に よ る 計 算 が 確 実 に で き 減数が８、７，６の場合でも、

る。 １０のまとまりから１位数を

〈指導計画〉（全１２時間／本時第２時）◎は本時
段階

(時数 ) 主な学習活動 評価規準・教師のかかわり

オ

リ

エ

ン ・「 食 べ る と 」 に 自 由 に 数 を あ て は め て 式 に ・既習内容の定着の確認

テ 表す。 ・既習内容が未定着の児童への支援

ー ・未習の計算を見つける。 ・具体物操作の補助

シ ・具体物を操作しながら、答えを求める。 関 ： こ れ か ら の 学 習 に 対 し て 、 意 欲 と 見 通

ョ ・ 既 習 の 計 算 と ど こ が 違 う の か 、 気 づ い た しを持とうとしている。

ン こ と を ま と め 、 取 り 方 を 工 夫 で き な い か 考 表 ： 既 習 事 項 を 生 か し な が ら 、 具 体 物 の 操

（１）え、次時の見通しをもつ。【補充】 作を行い答えを求めることができる。

（↑学習指導委員会検証授業：単元名 小学１年「ひきざん」 より）

その時間に重点としている評価規準に照らし合わせ、努力を要する
と評価した個への指導・支援の手だてをあらかじめ計画しておくこと
が必要になる。そうすることで、さらに指導と評価の一体化が図られ、
よりよい指導が展開されていくと考えられる。そこで、単元導入前に
は診断的評価、指導に当たっては形成的評価、そして単元終了時には
総括的評価を大切にしたい。
事前に既習を確認するレディネステストやレディネスチェックなど
の診断的評価をともに、実態にあった単元計画を行うことで子どもが
学びやすくなると考える。だが、実際に学習がスタートすると予想と
は違った姿が多く見られてくる。そこで、必要に応じてミニテストな
どの形成的評価を取り入れ、子どもの理解の度合を確かめ、状況によ
ってはフィードバックをしたり、あるいは次の関連の時にオーバーラ
ップして指導したりしながら励まし、子どものつまずききを取り除い
たり和らげたりして問題解決できるよう指導・支援をしていくことが
重要となるのである。単元終了時には、単元全体でどこまで学習内容
を把握できたかを総括的評価で見とり、必要があれば個に応じた補充
指導などを行っていく。
子どもの確かな学びのために、評価した内容を指導に反映させてい

くことが大切なのである。

評価を指導に生かすために重要なことは、子どもの学習状況を指導過程
の中で評価し、それを次の指導の改善に反映するということである。ここ
で言う評価とは、子どもの学習の評価の他に指導の評価もあわせて考えて
いかなくてはならない。
これら学習の評価、指導の評価を、日々の単元の指導に生かし、基礎・

基本の定着を図ることができる。さらに単元毎に指導を振り返り、次年度
の計画へ日々の評価を反映させていくことで指導と評価の連関性が深ま
り、スパイラル形式でつながって授業改善されていくことになるのである。
児童・生徒の実態に応じて、より学習内容を定着させていくためにも評

価と指導は切り離せないものである。子どもたちに基礎・基本を確実に定
着させるためにも、日々の実践の中で常に心がけていかなくてはならない。

はたらきもののりすさんは、どんぐりを１３こも集めました。たくさん集まったので、何個か

食べて、残りを土にうめようと思います。 
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実践例 レディネステスト

１００％

９０％

８０％

６６％ ６６％

８０％

８５％

７６％

７１％

５７％ ６６％

６６％

９０％
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実践例 算数指導案

本時の展開（２／１２）

段 学 習 活 動 ・教師の支援 ※留意点 【 】評価

階 《T １の動き》 《T ２の動き》

つ １．前時の復習をする。 ※前時の掲示物を用い ・前時の学習の振り

か ・未習のひき算を確かめる。 る。 返りがスムーズに

む ２．課題を把握する。 進むように児童へ

5 声かけをする。

分

３．見通しをもつ。

・３から９がひけないことに、着目する。 ※オリエンテーション

・前時を振り返り、工夫した取り方を考えることを確 で確認したことを振

認する。 り返られるようにす

る。

考 ４．自力解決 ※全員がホワイトボード ・活動用のホワイトボード

え ・ホワイトボードで具体物を操作し、９のとり方を考 を用いて、自由に表現 を提示する。

る える。 できるようにする。 ・活動の補助をし、その中

15 ・マーカーを用い、数字を使って表現する。 ※どんぐりの絵がかかれ での見取りをもとに、必

分 ア．１３から１つずつひいて、残りを数える。（か たマグネットを用いる。 要に応じて考え方につい

ぞえ作戦） （裏・表あり） ての個別支援をする。

□□□□■■■■■■ ・全体をまわり、声をか

■■■ ９８７６５４ けながら、それぞれの

３２１ 考え方を見取る。

イ．９を３と６に分けてひく。（ひきひき作戦）

□□□□■■■■■■

■■■ ６

３

ウ．１０のまとまりから９をひく。（ひきたし作戦）

□■■■■■■■■■

□□□ ９

・終わった児童は、プリントで別の方法を考える。

・近くの児童同士でお互いの考えを伝え合う。

ね ５．全体交流 ※児童の意見を、全体に ・発表者または発表

り ・ホワイトボードに書いた考えを説明する。 広げながら話し合いを を聞く側への支援

あ ・友達の考えと、同じなのか、少し違うのか、別の考 進める。 をする。

う えなのかに着目して、聞いたり、発表する。 ・ブロックでの操作と結 ・発表内容の理解が

20 ・それぞれの方法の良いところを話し合う。 びつけて説明できるよ 不十分な児童へ、

分 ・全体交流後に、自分がどの考え方なのか意思表示 うにする。 補助説明をする。

をする。 ※減加法のよさについて

もふれる。

ま ６．まとめる ※計算手順を確認しな ・児童の様子を見て、

と ・（ひきたしさくせん） がらまとめる。 計算手順について

め ※ネーミング（〇〇作 個別に補助説明を

る 戦）を考える。 する。

5 ※減々法も認めなが

分 ら、まずは、減加

・（ひきひきさくせん） 法について学習し

ていくことを伝え

７．次時の予告を聞く。 る。

１３－９のけいさんのしかたをかんがえよう。

１３－３＝１０
１０－６＝４

１０－９＝１
１＋３＝４

【評価場面】評価方法→ホワイトボード

[指導の具体的な手立て]
《１３－９の計算の仕方を考える場面》

☆「おおむね満足できる(B)と判断される状況」：１０のま

とまりに着目して、操作し、数字で表している。

■「十分満足できる(A)と判断できる児童」への具体的な手

立て：プリントを用いて、他の表現方法で表せるようにす

る。

■「努力を要する(C)と判断される児童」への具体的な手立

て：操作手順を声に出させて、９をとれるようにする。

１３－９＝４

１０ ３１３を１０と３にわける

１３－９＝４

３ ６

１０から９をひいて１ １と３で４



第３章

今年度の
検証授業
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１，単元名 「計算のやくそくを調べよう」

２，単元について
「四則の混合した式」「（ ）を使った式」「交換法則」「結合法則」「分配法則」は，前学年ま

でに経験したことがあるものである。例えば２年生では「２５＋９＋１」の計算を，「２５＋（９
＋１）」とやると能率的にできることから（ ）を使った式に触れている。３年生では，加法と
乗法の交換法則と結合法則を深める学習や，「２３×４」の筆算の仕方を考える場面では「２３
を３＋２０と見て、３×４＋２０×４」というように，筆算の仕方を考える中で，分配法則を活
用している。
本単元では，数量関係が多少複雑な場合において，どんな数量が，どんな関係を持っているか，

どうしてその式がひとまとまりになるのか等を考えながら，四則混合の式や（ ）を用いた式に
表したり，それを読み取ったりする。大事なことは，子どもが主体的に式に表す活動を通して，
（ ）の有用性，（ ）や乗除で表されている式を１つの数量として見る見方や考え方を獲得さ
せていくことである。そうすることで，より確かに，計算のきまりを理解したり，式のはたらき
についても実感できるものと考える。
本単元のねらいは，これまでに学習してきた計算のきまりをまとめることがねらいである。即

ち，
・式はふつう，左から順に計算する。
・（ ）のある式は，（ ）の中を先に計算する。
・式の中の×、÷は，＋や－より先に計算する。

の３つである。つまり，計算のきまりというのは，計算の順序のことである。これらは，形式的
な手順として機械的に覚えるのではなく，意味をしっかりと理解し，実際の場面でも活用するこ
とができるようにすることが大切である。そのためにも，より具体的事象の中で，問題を考えて
いく必要がある。
式には，日常の事象の中に見られる数量やその関係などを，事柄や関係を簡潔，明瞭，的確に，
また，一般的に表すことができるという優れた働きがある。式の中の一つ一つの数，「＋・－・
×・÷・（ ）」等の記号，計算の順序等には，言葉で表すのと同様に意味があり，むしろ言葉
よりも簡潔な表現方法といえる。また，考えることと表すことは互いに補完し合う関係であるか
ら，言葉･数･図･表･グラフ等と同様に，式は優れた思考する道具でもあるといえる。
式で考えを表したり，式の意味を読んだり，式を活用できるようになることは，この単元で培

っていきたい大切な基礎基本の力である。そのために，
・具体的事象と対応させながら事柄や関係を式に表すこと。
・式を通して場面の意味を読み取り，言葉や図等と関連づけて表したり，伝え合ったりするこ
と。

・式で処理したり，考えを進めたりすること。
の３つを学習活動の中心において，単元を構成する。

３，児童の実態
算数の学習に対して，意欲的に考えようとしている児童が多い。特に，学んだ知識や技能を活
用して，計算問題や作図等の活動に楽しさを感じながら取り組もうとする姿が見られる。課題に
対して，まじめに取り組む児童が多い。しかし，すぐに解決をあきらめてしまって集中力を欠い
てしまう，算数に苦手意識を持っている子が，数名いる。ただ，そのような児童の中にも，学習
内容によっては，自分なりの考えをノートに書いたり，「みんなに伝えたいな」という思いを持
って学習に取り

算数科学習指導案

後志教育研修センター学習指導委員会検証授業

実践テーマ：「考えを表し、伝え合う学習を通して、理解を深める算数科の学習」

日 時 平成２１年１２月４日（金）
児 童 倶知安町立西小学校第４学年 ２７名
授業者 教諭 加藤数馬
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組む場面も見られるようになってきた。
レディネステストの結果から，交換法則と結合法則については，ほとんどの児童が，式に表す
ことができている。「出したお金」「代金」「おつり」を用た言葉の式に表す問題についても，言
葉の式で表すことができている。しかし，この問題は，あらかじめ言葉が用意されており，それ
を式にあてはめる問題であるので，自分なりの言葉で表すような問題では，正解率は下がると思
われる。が，言葉を使って式に表すことについては，抵抗感はないものと考える。３つの数の計
算については，正解率が大変低い。問題は，左から順に計算する式が３問で，計算順序はどれも
左から。筆算の様子から見ると，順序は理解しているが，計算ミスによる誤答が多い。
自分なりの図で考えを表したり，新しく獲得したテープ図や数直線を用いて考えようとする姿

は，わり算や分数の学習の中で見られた姿である。すっきりとした考えではないにしても，図で
描いてみようとする子が増えてきているし，いろいろな考え方を認めようとする発言も出るよう
になってきた。
せっかく考えを図で表しても，それを言葉で表現して伝える力が育っていない面があるし，発

言意欲が高い子は，ごく少数に限られている。しかし徐々に「ノートに書いたことは話そう」「全
部ではなくても話せるところだけでもいいよ」という声かけに，応えられるようにはなってきて
いる。

４，研究の視点との関わり
〈視点１〉「基礎的・基本的な知識や技能を習得及び活用する学習活動」と「これまでに培われてき

た力を発揮して問題解決に取り組む探究的な学習活動」を効果的に盛り込んだ単元構成の
工夫改善

本単元でおさえる基礎は，「計算のきまりを使って，計算の順序を式に表すこと」，基本は「式
に表す，式を読むこと」である。具体的には，算数的な問題場面において，事柄や関係を式に表
すこと，式を通して場面の意味を読むこと，言葉や図と関連づけて式を説明することである。
また，式の働きのよさがわかり，進んで式に表して考えようとすることも，単元を通して培っ

ていきたい力である。さらに，考えることと表すことは，互いに補完し合う関係であることから
も，問題を解決する際に，進んで式を活用することも，将来的にも必要な力である。
本単元では，式を計算過程の作業の一つとしてとらえるのではなく，問題場面の意味を考えて，

式に表すことが学習のねらいにつながる学習過程であることから，具体的な問題場面が必要であ
る。そこで本単元の学習を通して，具体的な問題場面を，お楽しみ会のための買い物に想定する。
児童にとって買い物の場面は，「出したお金」「代金」「おつり」等のように関係を理解しやすい
からである。
まず，既習である交換法則や結合法則をふりかえり，加法では，計算の順序を替えることがで

きることや（ ）を用いて工夫して計算したことを思い出していく。そして，このようなことが，
計算のきまりであることを知らせる。大事なことは，単元の初めから終わりまで，「他にも計算
のきまりがあるかもしれない」「もっと知りたい」「きまりを使って問題を解決したい」という
思いを持たせていくことである。
本時の自力解決は，１つの式にこだわらず，「計算の順序がわかるように式に表すこと」を課

題とする。できるだけたくさんの考えを出し合うことで，分解式と総合式の共通点や（ ）の
有用性に気づかせることが目的である。「計算の順序」という言葉の意味については，前時での
学習との関わりを持たせるためであるので，課題をしっかりと理解して取りませるためにも，大
切にしたい言葉である。つまり１時間目の学習の中で，式は計算の順序がわかるように表すこと
を理解させておく必要がある。
学習で身につけた計算のきまりを活用して考える時間を５，１０，１１時間目に設定した。具

体的な場面の中で，問題の意味を考えながら，式に表すことで見つけてきた計算のきまりを，正
しく活用する力を培うことがねらいである。正しく計算できることと同時に，考えることの楽し
さやおもしろさを味わうことも大切なねらいである。
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〈視点２〉問題解決的な学習を基盤とし、「課題意識（問題意識）」を持ちながら、解決に向けた「自
分なりの考え」をもとに、「仲間と共に学ぶ場」を意図的に設定した学習過程とその指導
の在り方の工夫改善

( )の中の式をひとまとまりの数として見るために，言葉の式やテープ図と関連づけて考えて
いくことが大切である。一般化して表す方法として，言葉の式を理解しておくことは，本単元の
課題を解決していく過程で，大切になってくる。そこで２時間目以降の自力解決の中で，進んで
言葉の式や図を活用しながら考えを示すために，１時間目の学習の中で，それらを提示しておく
必要がある。
１時間目の加法の問題では，式にはできても，その式を説明するために，言葉の式や図を活用

しようとする児童はまずいないものと予想できる。たとえ式の説明を言葉ではできても，それを
＋、－、＝の記号を使って表すことはできないと思うので，１時間目の全体交流では，２時間目
以降に活用できる既習として，児童が話す説明を聞きながら，授業者が黒板に言葉の式にして表
していく。簡潔に示す方法として，式の働きを実感させるためにも意味があるものと考える。ま
た同時に，図とも関連づけられるようにする。自力解決の中で，いろいろな図をノートに表す子
もいるかもしれない。もしいなければ，先ほど述べたように，授業者が黒板に示す。教室掲示の
ポイントは，
・言葉の式，図，数式が，関連づけて表されていること。
・計算のきまりが簡潔に表されていること。
・計算のきまりの他に，気づいてきた式の働きが表されていること。

の３つである。自力解決の手立てとするだけではなく，本単元で貫きたい式の働きについても常
に意識させていくことを大切にする。また，ノートもしっかりと整理させていくことも大切であ
る。普段でもノートを振り返ってみることが習慣になっている子も多いので，活用させる。特に，
言葉の式と図と数式について，きちんとリンクさせて整理させる。
本単元の学習は，２段階または３段階という構造の問題となり，式に表して考える場合，複雑

になってくるため，苦手な子にとっては，自力で解決することが難しいものと予想される。基本
的には，言葉の式と図をよりどころとしながら，数式に表していく学習活動であるので，自力解
決の中で，早めにこれらの方法に気づかせながら，考えさせていくようにする。しかし，言葉の
式と図に関連づけて数式に表すことも困難な児童がいると思われるので，レディネスや普段の学
習状況等の分析をもとに，ＴＴを活用した重点的な個別支援を計画する。
本単元の学習過程においての仲間と共に学ぶ場は全て、個々が表した式を，小集団交流及び全

体交流という学習形態の中で，その意味を理解し合う活動である。その中で行われる思考は，ま
ずはその式の意味を読み取ること，そして，相手にわかりやすく伝える方法を考えることである。
そのためにも，交流では，自分の考えを自分で話すのではなく，他の誰かに理解してもらって話
してもらうことが必要である。式は，計算のきまりを使うことで，誰にでも伝えることができる
表現方法であることを実感させることがねらいであるからである。
本単元では，４，９時間目に，小集団交流を行う。４時間目は，今までの学習でまとめた計算

のきまりを活用しながら，３段階構造の式の計算順序について考える。小集団交流では，計算の
順序を交流し合い，計算のきまりと対応させながら，３段階構造の式の計算の順序について話し
合う。９時間目についても，自分の考えがいくつかできたら，小集団交流を行ってもよいことに
する。まずは，互いの式を理解し合い，さらには，共に相談しながら新しい式を発見する活動を
行う。

〈視点３〉単元を通した意図的・計画的な評価を次の指導に生かしていくための工夫改善
本単元において，事前に見取る内容は，加法及び乗法の交換法則と結合法則の問題，「出した

お金」「代金」「おつり」を用いた言葉の式に表す問題，３つの数の計算問題である。本単元の
学習前に実施し，児童の実態に即した指導計画の工夫に役立てる。
２～３時間目については，計算の順序について考える姿を見取ることを評価の重点とする。２

～４時間目の適用問題及び４時間目の３段階構造の式の学習課題への取り組み方において，前時
までの学習で獲得してきた知識を，しっかりと理解しているかどうかを確認する。５時間目には，
それらを活用して正しく計算できるかどうかの処理能力を確認する。このように，各単位時間の
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評価の重点を１～２に絞ることで，児童が取り組む活動を明確にする。
単元の半ばに，知識理解や表現処理能力について評価することで，未定着児童への対応を工夫

したり，次の学習活動の修正や支援の仕方に生かしていく。重点化した評価規準について，活動
する子どもの姿と照らし合わせて見取っていく。考える姿については，自力解決及び交流時の観
察と授業後に回収するノートを活用する。ノートでは，自力解決時の思考の様子や適用問題での
知識理解の学習状況を確認し，次時以降への具体的な支援や個に応じた指導の工夫に活用する。
つまずきのある児童への支援だけではなく，よく理解している児童への対応についても工夫する。

５，単元の目標と評価計画
○ 四則計算の式や（ ）を用いた式の意味、及び分配法則について理解し，式を適切に用いたり，

正しく計算したりすることができる。
○ 計算のきまり（交換法則，結合法則、分配法則）についての理解を深め，計算の方法の工夫を

考えるとき等に活用することができる。
関心・意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解

単元 式の働きに関心を持ち，（ ） 式の意味を考え，具体に即し 数量の関係を（ ）を使って 四則混合の式や（ ）を用い

の を使って１つの式に表した て式の意味を説明することが １つの式に表すことができ た式の計算の順序を理解す

評価 り，具体に即して式を読み取 できる。また，計算のきまり る。また，（ ）を用いた式 る。また，計算のきまりを用

規準 ろうとする。また，計算のき について，□や○等を用いて，や四則混合の式の計算が正し いた計算方法の工夫の仕方を

まりを用いて，計算方法の工 一般的にとらえる。 くできる。また，計算のきま 理解する。

夫を考えようとする。 りを用いて計算方法を工夫す

ることができる。

学習 ①既習の法則を用いて，計算 ②計算の順序をとらえて，式 ⑤四則混合の式や( )のある ②( )を使って１つの式に表

活動 の順序をを工夫しようとし に表して考えようとしてい 式の計算を正しくできる。 すことや ( )の中を先に

にお ている。 る。（観察・発言・ノート） （ノート） 計算するきまりを理解して

ける （観察・発言・ノート） ③（ ）でまとめるものは何 ⑦分配法則を用いて，工夫し いる。（ノート）

具体 かを考えて，加減と乗除の て計算できる。（ノート） ③加減乗除のまじった式で

の ２段階構造の問題を１つの ⑧交換法則，結合法則を用い は，乗除から先に計算する

評価 式に表そうとしている。 て，工夫して計算できる。 きまりを理解している。

規準 （観察・発言・ノート） （ノート） （ノート）

⑥図の意味をとらえ、二通り ⑩⑪四則混合の式や( )のあ ④学習してきた計算のきまり

の考え方があることに気づ る式の計算を正しくでき 使って，四則混合の３段階

き，たての数をひとまとま る。（プリント） 構造の式の計算順序を理解

りにして考えようとしてい している。

る。（観察・発言・ノート） （観察・発言・ノート）

⑦１０７を１００と７に分け

て，式の形を変えて考えよ

うとしている。

（観察・発言・ノート）

⑧乗法の交換法則・結合法則

を用いて，計算の順序を変

えて考えようとしている。

（観察・発言・ノート）

⑨ひとまとまりを線で囲った

りしながら，式と図を関連

づけて考えている。

（観察・発言・ノート）
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６，指導計画
時 主な学習活動・思考の流れ 教師の関わり・主な評価規準

１

３
Ｍ

２

３
Ｍ

目標：（ ）を用いて１つの式に表すこ
と，及びその式の計算順序を理解
する。

まずは，かざりに使う物がいくらかを計算しよう。

おり紙セット（３８０円） お花紙セット（２３０円）
ガムテープ（１７０円） 風船セット（１２０円）

計算の順序を考えて，式に表そう。

【自力解決：予想される子どもの思考】

① １０００ー５４０＝４６０
４６０ー１３０＝３３０

② ５４０＋１３０＝６７０
１０００ー６７０＝３３０

⑤ ②の考えを１つの式に表した
１０００ー(５４０＋１３０)＝１０００ー６７０＝３３０

④ ②の考えを１つの式に表した
１０００ー５４０＋１３０＝１０００ー６７０＝３３０

③ ①の考えを１つの式に表した
１０００ー５４０－１３０＝４６０ー１３０＝３３０

⑥ ②の考えを１つの式に表した
１０００ー６７０＝３３０

考 計算の順序をとらえて，式に表して
考えようとしている。

（観察・発言・ノート）

関 既習の法則を用いて，計算の順序を
を工夫しようとしている。

（観察・発言・ノート）

題材として，お楽しみ会のための買い物
を想定する。ただ形式的な立式ではなく，
式の意味を考えるので，具体的な場面と
関連させる。単元を通して，お楽しみ会
の準備に必要なお金を，計算のきまりを
学習しながら，活用することのよさを実
感しながら求めていく流れとする。

買い物場面をイメージさせ「出したお金」
「代金」「おつり」の言葉をヒントにし
て考えさせる。

１０００円さつを持って，色画用紙とマジックを買いに行きました。
おつりはいくらですか？

色画用紙セット（５４０円） マジック（１３０円）

どんな順序で計算すると，かんたんになるかな？

目標：既習である交換法則や結合法則を
ふりかえることで，計算のきまり
について興味を持つとともに，式
は，計算順序を表す働きがあるこ
とを理解する。

【自力解決：予想される子どもの思考】

② ３８０＋１２０＋２３０＋１７０
＝５００＋４００
＝９００

③ （３８０＋１２０）＋（２３０＋１７０）
＝５００＋４００＝９００

① ３８０＋１２０＝５００
２３０＋１７０＝４００
５００＋４００＝９００

【全体交流：話題の中心となること】
・たして，きりのいい数になるものを見つけたらいい。
・①も②も③も計算順序は同じだけど，式の表し方が違うよ。「おり紙と風船の代
金」と「お花紙とガムテープの代金」をそれぞれ計算してから，合わせたと
いうこと。言葉の式に表したこともあったね。
「おり紙と風船の代金」＋「お花紙とガムテープの代金」＝「全部の代金」。
・（ ）は，先に計算するところという意味の記号だったよ。

たして，きりのいい数になるように，計算の順序をくふうするといい。

【見通しを持つ】
・こんなきまりを使って，計算していきたいな。
・きまりを使って式に表すと，計算の順序がわかるんだね。
・他にもきまりがあるかもしれないよ。
・いろいろなきまりを知って，計算のきまりを使いこなせるようになろう！

【指導事項】
式には，計算の順序を表す「計算のきまり」がある。
計算のきまりは，□や○の記号を使って表すことができる。
今日の学習で使ったきまりは， □＋○＝○＋□

(□＋○)＋△＝□＋(○＋△)
同じ記号には，同じ数が入る。

加法の交換法則と結合法則について，記
号を使って表すことができることを伝え
る。どんな数でも使えるきまりであるこ
とを表す方法であることをとらえさせ
る。

計算にはきまりがあって，そのきまりを
使えるようになることが，この学習のめ
あてであることをとらえさせる。

２時間目以降に活用できる既習として，
言葉を意識させておくためにも，自力解
決で出された数式を言葉の式に変換させ
ながら板書する。
「おり紙と風船の代金」＋「お花紙とガ
ムテープの代金」＝「全部の代金」
また，学習後の教室掲示でも，数式と一
緒に言葉の式も書いておき，次時からの
課題解決のための既習として活用させて
いく。

お楽しみ会のじゅんびをしよう！
かざりに使う物 … おり紙 お花紙 ガムテープ 風船
ゲームに使う物 … 色画用紙 マジック ビンゴカード 紙テープ
ゲームのけい品 … えんぴつ

スティックのり６本
２８枚入りのシールを４セット

いったい，全部でいくらになるの！？
買う物の代金を全部たせばいいけど，計算が大変だ！
１つずつたしていくのも大変だ。
少しずつまとめて計算して，最後にまとめてあわせたらどう？

４つの物のたし算ならできそうだ。
かんたんにできる方法はないかな？
たし算の順序を工夫するといい。
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適用問題

３

３
Ｍ

適用問題

４

３
Ｍ

【全体交流：話題の中心となること】
・①→まず，１０００円から色画用紙セットの代金を引いて，残りのお金から，

マジックの代金を引いた。
・②→まず，二つの代金を先にたして，まとめて１０００円から引いた。
・どれも，出したお金から代金を引いているから正しい。

「出したお金ー代金＝おつり」
・③→①の考えを１つの式にまとめた。

言葉で表すと「出したお金ー代金ー代金＝おつり」
・④→②の考えを１つにまとめた。
・④は，②を１つの式にまとめたのでは？
・でも計算はふつう左から順にやるから，このままだと答えはまちがってしまう。
色画用紙セットの代金は引いたけど、マジックの代金をたしている。考え方は
「出したお金ー代金＝おつり」で正しいけど，式の書き方がちがう。

・（ ）は先に計算するから，⑤のように５４０＋１３０を（ ）でまとめる
と，計算の順序が正しく表されるよ。

・（ ）は，必要なんだ。
・⑤は，（ ）の中の計算を頭の中でやった。でも，途中の式も書いた方が，順序
がわかるよ。

計算のきまり：先に計算するところは（ ）を使ってまとめる。
（ ）の中は，先に計算する。 知 ( )を使って１つの式に表すことや

( )の中を先に計算するきまりを理
解している。（ノート）

式のみを板書する。式の説明は，計算の
順序が分かるように話すことを伝える。
「言葉の式」を使って，式の根拠を伝え
合う姿をめざす。

それぞれの式の計算順序を明らかにして
いく中で，共通点があらわれてくるので、
それらを結びつけ，整理していく。

まず，④の式は，②の考え方を１つの式
にしたということをとらえさせる。けれ
ども，これでは答えが変わってしまうこ
とから（ ）の必要性を理解させていく。

１つの式で表すときは，途中の式も書く
ことの意味を確認し，これからも書いて
いくことを確認する。

目標：四則混合の３段階構造の式の計算
順序を理解し，四則混合の式の計
算順序をまとめる。

どの計算も答えがまちがっています。どんな順序で計算したのかな？
(1) ８＋９－３＋２ ＝１２
(2) ８×９÷３×２ ＝１２
(3) ８ー(９ー３)＋２＝ ０
(4) ８ー９÷３×２ ＝１０
(5) ８－(９－３×２)＝ ４

どんな順序で計算したのか，考えよう。

【自力解決：予想される子どもの思考】

(1)は，８＋９＝１７，３＋２＝５をしてから，１７ー５＝１２とした。

(2)は，８×９＝７２，３×２＝６をしてから，７２÷６＝１２とやった。

(3)は，（ ）の中の９－３＝６を最初にやったのは正しいけど，そのあと，
６＋２＝８，８－８＝０とした。

(4)は，９÷３＝３を最初にやったのは正しいけど，そのあと，８－３＝５，
５×２＝１０とした。

(5)は，９－３＝６，８ー６＝２，２×２＝４とした。

知 学習してきた計算のきまり使って，
四則混合の３段階構造の式の計算順
序を理解している。

（観察・発言・ノート）

目標：四則混合の２段階構造の問題を１
つの式に表すこと，及びその式の
計算順序を理解する。

Ｂ：５００円の紙テープセットと，
１ダース４８０円のえんぴつを
半ダース買いました。
代金はいくらですか。

Ａ：２５円のビンゴカードセットを
３つ買って，１００円を出しま
した。
おつりはいくらですか。

１つの式に表して，考えよう。

【自力解決：予想される子どもの思考】

Ａ １００ー（２５×３）
＝１００ー７５＝２５

Ａ １００ー２５×３
＝７５×３＝２２５

Ｂ ５００＋４８０÷２
＝９８０÷２＝４９０

Ｂ ５００＋（４８０÷２）
＝５００＋２４０＝７４０

Ａ （２５×３）ー１００

【全体交流：話題の中心となること】
・言葉の式に表して考えるといいんだったね。
・Ａの問題→「出したお金ー代金＝おつり」
・ビンゴカード３つ分の代金をひとまとめにすればいいから，２５×３の式を
（ ）でまとめるといい。

・Ｂの問題→「紙テープの代金＋えんぴつ半ダースの代金＝全部の代金」
・えんぴつ半ダース分の代金をひとまとめにすればいいから，４８０÷２の式を
（ ）でまとめるといい。

＋、－，×，÷がまじった１つの式でも，計算のきまりは変わらない。

【指導事項】
計算のきまり：式の中のかけ算やわり算は，ひとまとまりの数とみて，（ ）は

つけなくてもよい。
式の中のかけ算やわり算は，（ ）がなくても，たし算やひき
算より先に計算する。

考 （ ）でまとめるものは何かを考え
て，加減と乗除の２段階構造の問題
を１つの式に表そうとしている。

（観察・発言・ノート）

知 加減乗除のまじった式では，乗除か
ら先に計算するきまりを理解してい
る。 （ノート）

式のみを板書する。式の説明は，計算の
ひとまとまりが何かが分かるように話す
ことを伝える。言葉の式を使って，計算
の順序を伝え合う姿をめざす。

既習である言葉の式に表すことで，ひと
まとめにするものが何かに気づかせる。

これまでの式と違って，数が３つだった
り，計算の順序が少し複雑になっている
ことに気づくと思うが，これまでの計算
のきまりを使って計算できることを伝え
る。
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適用問題

５

３
Ｍ

６

３
Ｍ

適用問題

７

３
Ｍ

４，３，２，１を使って，答えが０から１０になる式をつくってみよう。
□の中には，＋、－，×、÷のどれを使ってもいいよ。（ ）も使っていいよ。
４，３，２，１のじゅんじょはこのまま。

① ４ー(３□２□１)＝０
② (４□３)□２□１＝１
③ ４□３□２□１＝２
④ ４□３□２□１＝３
⑤ ４□３□２□１＝４

・
・
・

答えが０と１の式には，ヒントを
あげよう。

目標：前時でまとめた「計算のきまり」
の理解を深め，正しく活用して計
算する。

計算のきまりをマスターしよう （その１）

１０７円のスティックのりを６本買いました。
全部でいくらになりますか。

昨日のきまりを使って，式の形を変えてみると，計算がくふうできるよ。
１０７×６

【自力解決：予想される子どもの思考】

１０７×６＝(１００＋７)×６＝１００×６＋７×６
＝６００＋４２ ＝６４２

目標：分配法則の理解を活用し，理解を
深める。

表 四則混合の式や( )のある式の計算
を正しくできる。（ノート）

考 １０７を１００と７に分けて，式の
形を変えて考えようとしている。

（観察・発言・ノート）

【小集団交流】
・(1)は，＋と－だけだから，左から順に計算すればいいよね。
・(2)は，×と÷しかないな。左から順でいいのかな？
・(3)は，（ ）を先に計算するきまりを使う。後は左から順でいい。
・(4)は，かけ算とわり算から計算するきまりを使えばいい。
・(5)は，（ ）の中から計算するきまりだけど，そのあとは？

【全体交流：話題の中心となること】
・(1)(2)のような式は，ふつうに左から順に計算する。これもきまりだ。
・(3)は，( )の中から先にやる計算のきまりだ。
・(4)は，ーよりも÷と×から先にやるきまりだけど，÷も×も両方あるから，左
から順にやって，最後に８からひけばいい。

・(5)は，（ ）の中に３つの数があるけど，（ ）の中から計算するきまり。（ ）
の中は，ーよりも×を先にやるきまり。

○ ふつうは，左から順に計算する。
○ （ ）のあるときは，（ ）の中を先に計算する。
○ ＋、－、×，÷がまじっているときは，×，÷を先に計算する。

お楽しみ会のおやつが，箱の中にならんでいます。チョコ
(黒)とクッキー(白)をあわせると，ぜんぶで何こになりま
すか。

６

●●●●●●
３ ●●●●●●

●●●●●●
○○○○○○

２ ○○○○○○

１つの式に表してみよう。

目標：分配法則を理解する。

【自力解決：予想される子どもの思考】

① （３＋２）×６＝５×６＝３０

② ３×６＋２×６＝１８＋１２＝３０

③ ５×６＝３０

【全体交流：話題の中心となること】
・チョコの数３×６と，クッキーの数２×６を分けて考えたよ。
・たての数をひとまとまりにして考えたよ。
・たての数５をひとまとめにしてもいいし，その５を３と２にわけて，それぞれ
にかけてもいい。

・ ５ × ６

（３＋２）×６ ＝ ３×６＋２×６ ＝ ３０

・二つの式の答えは同じだから，等号で結べる。

（ ）を使った計算のきまりを記号で表すと…
（□＋○）×△＝□×△＋○×△
（□ー○）×△＝□×△ー○×△
（□＋○）÷△＝□÷△＋○÷△
（□ー○）÷△＝□÷△ー○÷△

同じ記号には，同じ数を入れます。

式の形を変えて，計算のしかたをくふうしよう。

小集団交流は，解決できた子から，自由
に行わせていきたい。式の意味を説明す
る活動。

問題の意味を理解させるため，①②につ
いては（ ）をはじめからつけて提示す
る。⑤までできたら、友だちと交流し，
答え１０までの式について，共に考えて
もよいものとする。

考 図の意味をとらえ、二通りの考え方
があることに気づき，たての数をひ
とまとまりにして考えようとしてい
る。（観察・発言・ノート）

交換法則と結合法則を記号を使って表し
たことを想起させながら，記号を使って，
計算のきまりをつくっていく。

ひとまとまりと，それがいくつ分あるか，
ということに気づかせながら，式に表し
ていくよう支援する。

「式に１００を使ってみよう」「数を分
けてみよう」等のヒントを出して，支援
する。

＋と－だけの式，×と÷だけの式，（ ）
の中が３つの数の式等、これまでの学習
の中で経験が少ないものもあるが，計算
のきまりは何も変わらないことを理解さ
せる。

適用問題で，減法や除法の場合にも分配
法則が成り立つことを確かめさせること
で，記号に表して一般化する。
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適用問題

８

３
Ｍ

適用問題

９

３
Ｍ

10
11

６
Ｍ

箱の中に，チョコ(黒)とクッキー(白)がならんでいます。
チョコの数をいろいろな式で表そう。○○●●○○

○○●●○○
●●●●●●
●●●●●●
○○●●○○
○○●●○○

目標：計算のきまりを活用して式に表す
こと，及び式と図を関連づけて，
考え方を読んで理解する。

【自力解決：予想される子どもの思考】

① ４×５

② ５×４

③ ２×１０

④ ６×６ー４×４

⑤ （６－４）×４＋６×２

【全体交流：話題の中心となること】
※ いろいろな式の意味について，伝えあい，読み合って理解する。

【小集団交流】
※ いろいろな式の意味について，伝えあい，読み合って理解する。

目標：交換法則，結合法則の理解を深め
る。

いろいろな問題に挑戦しよう。 目標：学習内容の理解を深める。

いろいろな問題を考えてみよう。

１枚２５円のシールが，２８枚入っているシールセットを４セット買います。
全部でいくらになりますか。

これまでの計算のきまりを使うと，計算をのしかたをくふうできるよ。
２５×２７×４

【自力解決：予想される子どもの思考】
２５×２７×４＝２５×４×２７

＝１００×２７
＝２７００

２５×２７×４＝２７×(２５×４)
＝２７×１００
＝２７００

ステップ１
・主に四則混合の総合式に関する問題

ステップ２
・主に交換法則，結合法則，分配法則
に関する問題

ステップ３
・式を読む問題

【全体交流：話題の中心となること】
・１０７を１００と７に分け，１００×６と７×６にする。
・１００のように，計算しやすい数にわけるといい。

計算のしかたをくふうしよう。

【全体交流：話題の中心となること】
・かけ算は，かける順序を変えても計算できるよ。
・かけて，きりのいい数になるものを見つけたらいい。
・たし算みたいに，このきまりを記号で表すことができる。

計算のきまり
□×○＝○×□
(□×○)×△＝□×(○×△)

同じ記号には，同じ数が入ります。

表 分配法則を用いて，工夫して計算で
きる。 （ノート）

考 乗法の交換法則・結合法則を用い
て，計算の順序を変えて考えようと
している。

（観察・発言・ノート）

表 交換法則，結合法則を用いて，工夫
して計算できる。 （ノート）

１つの数を，計算しやすい数に分けて，計算のきまりを使うと計算がかんたんに
できるときがある。

計算のきまりをマスターしよう （その２）
式を出し合って，どんな考え方なのか，式を読み合ってみよう。

式は，考え方を伝える道具。式を読むと，相手の考えの道すじがわかる。

考 ひとまとまりを線で囲ったりしなが
ら，式と図を関連づけて考えている。

（観察・発言・ノート）

小数団交流の中で，たくさんの考えに触
れ、いろいろな考え方を理解するととも
に，考えを式や言葉や図で伝えあう活動。
さらに，他に考えはないか，友だちと一
緒に新しい考えを発見したりするよう，
支援する。

表 四則混合の式や( )のある式の計算
を正しくできる。（プリント）

分配法則を記号を使って表したことを想
起させながら，記号を使って，計算のき
まりをつくっていく。
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７，本時について
本時の課題は，「計算の順序がわかるように，式に表して考えよう。」である。「計算の順序」

については，前時の学習で加法の交換法則や結合法則についてふりかえる中で，意識させたこと
であり，式は，計算の順序を表すことを理解した上での本時の課題となる。自力解決で表される
子どもの考えは，分解式や総合式等で多様に表されるものと予想する。また，前時の学習の流れ
から，（ ）を用いた式も予想できる。
本時はまず，これらの多様な式を出し合うことが重要である。そして，考え方を伝え合う中で，

①②の分解式（※本時の展開参照，以後同じ）と③④⑤⑥の総合式との共通点を見つけていく。
また，言葉の式（「出したお金ー代金＝おつり」）をたよりにして，（ ）の意味についても確
かめていく。さらに，④の式を検討していくことで，（ ）がなければ答えが変わってしまう
ことにも気づかせ，（ ）が必要なものであることを理解させる。

８，本時の目標（２／１１）
○ （ ）を用いて１つの式に表すこと，及びその式の計算順序を理解する。

９，本時の展開
時 主な学習活動・思考の流れ 教師の関わり・主な評価規準

２

３
Ｍ

適用問題

目標：（ ）を用いて１つの式に表すこ
と，及びその式の計算順序を理解
する。

計算の順序を考えて，式に表そう。

【自力解決：予想される子どもの思考】

① １０００ー５４０＝４６０
４６０ー１３０＝３３０

② ５４０＋１３０＝６７０
１０００ー６７０＝３３０

⑤ ②の考えを１つの式に表した
１０００ー(５４０＋１３０)＝１０００ー６７０＝３３０

④ ②の考えを１つの式に表した
１０００ー５４０＋１３０＝１０００ー６７０＝３３０

③ ①の考えを１つの式に表した
１０００ー５４０－１３０＝４６０ー１３０＝３３０

⑥ ②の考えを１つの式に表した
１０００ー６７０＝３３０

【全体交流：話題の中心となること】
・①→まず，１０００円から色画用紙セットの代金を引いて，残りのお金から，

マジックの代金を引いた。
・②→まず，二つの代金を先にたして，まとめて１０００円から引いた。
・どれも，出したお金から代金を引いているから正しい。

「出したお金ー代金＝おつり」
・③→①の考えを１つの式にまとめた。

言葉で表すと「出したお金ー代金ー代金＝おつり」
・④→②の考えを１つにまとめた。
・④は，②を１つの式にまとめたのでは？
・でも計算はふつう左から順にやるから，このままだと答えはまちがってしまう。
色画用紙セットの代金は引いたけど、マジックの代金をたしている。考え方は
「出したお金ー代金＝おつり」で正しいけど，式の書き方がちがう。

・（ ）は先に計算するから，⑤のように５４０＋１３０を（ ）でまとめる
と，計算の順序が正しく表されるよ。

・（ ）は，必要なんだ。
・⑤は，（ ）の中の計算を頭の中でやった。でも，途中の式も書いた方が，順序
がわかるよ。

計算のきまり：（ ）を使うと、計算の順序を表すことができる。
先に計算するところは（ ）を使ってまとめる。
（ ）の中は，先に計算する。

考 計算の順序をとらえて，式に表して
考えようとしている。

（観察・発言・ノート）

知 ( )を使って１つの式に表すことや
( )の中を先に計算するきまりを理
解している。（ノート）

式のみを板書する。式の説明は，計算の
順序が分かるように話すことを伝える。
言葉や図を使って，式の根拠を伝え合う
姿をめざす。

買い物場面をイメージさせ「出したお金」
「代金」「おつり」の言葉をヒントにし
て考えさせる。

それぞれの式の計算順序を明らかにして
いく中で，共通点があらわれてくるので、
それらを結びつけ，整理していく。

まず，④の式は，②の考え方を１つの式
にしたということをとらえさせる。けれ
ども，これでは答えが変わってしまうこ
とに気づかせる。そしてそこから（ ）
の必要性を理解させていく。

１０００円さつを持って，色画用紙とマジックを買いに行きました。
おつりはいくらですか？

色画用紙セット（５４０円） マジック（１３０円）

１つの式で表すときは，途中の式も書く
ことの意味を確認し，これからも書いて
計算することを確認する。

・式は，計算の順序を表すことがわかったよ。
・１つの式にすることもできたね。
・今日の問題から，どんなきまりを見つけられるかな？

・お楽しみ会の準備をするんだった。
・少しずつ分けて計算していくんだった。

「計算の順序」という言葉については，
前時とのつながりを持たせる。言葉の式
についてもふりかえり，自力解決で式に
表せるようにする。

・ネームカードで考えを表す。
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10，板書計画

１０００円さつを持って，
色画用紙とマジックを買い
に行きました。
おつりはいくらですか？

色画用紙セット（５４０円）
マジック（１３０円）

計算のじゅんじょを考えて，式に表そう。

①１０００ー５４０＝４６０
４６０ー１３０＝３３０

② ５４０＋１３０＝６７０
１０００ー６７０＝３３０

③ １０００ー５４０－１３０
＝４６０ー１３０
＝３３０

④ １０００ー５４０＋１３０
＝１０００ー６７０
＝３３０

⑤ １０００ー(５４０＋１３０)
＝１０００ー６７０
＝３３０

⑥ １０００ー６７０＝３３０

引いてから，引いた

たしてから，引いた

①を１つの式にした

②を１つの式にした

②を１つの式にした

④の式は，②の考え方を
表そうとした？

考え方はいいけど，この
表し方だと答えがかわる

（ ）が必要！

②⑤と同じ考え

（ ）を使うと、計算のじゅんじょを表すことができる。
先に計算するところは（ ）を使ってまとめる。
（ ）の中は，先に計算する。

問題 課題

まとめ
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１．単元名 見直そうわたしたちのくらし～スーパーマーケットの仕事～ 

 

２．単元について 

  本単元では、子どもたちが「消費者としての自分」を意識しながら学習できるように、次のような活動に

よる展開を図っている。 

① 自分たちの生活経験から問題意識を引き出す。 

普段何気なく家庭の買い物に加わっていたり、自分にとって必要なものを中心に買ったりしている子ど

もたちが「どこで」「何を」買っているのか、また「同じ物を買っているのに、買う店が友だちの家と異

なる理由は何か」ということを、自分たちの生活経験にもとづいて意識化し、問題としてとらえることが

できるようにする。 

② 自分たちの家庭の買い物について調べる。 

各家庭では、どの店で、どんな物を買っているのかを調べて、グラフや地図にまとめることで、自分の

家庭の買い物の様子を客観的にとらえられるようにする。 

③ よく行く店の販売の工夫や努力を調べる。 

 クラスの子どもたちがよく買い物に行く店の代表として「シガスーパー」を見学して調べ、その工夫や

努力をとらえる。そしてその工夫や努力が、消費者のニーズの一定の反映である点に気づくことができる

ようにする。 

④ 消費者の立場から買い物の工夫を考える。 

販売の立場からの工夫が、消費者のニーズの一定の反映であるという認識に立ち、賢い消費者として、

どのような消費行動をとっていくのかを話し合いを通して考える。このとき、「食の安全」や「環境」と

いった問題も、間接的には消費者自身の問題であることに気づくことができるようにし、これらの問題を

も視野に入れた買い物の仕方を考えることができるようにする。 

⑤ 学習したことを実践的立場から補足する。 

ここに至るまでに子どものたちが学習してきたのは「どのような物を選んで買うべきか」ということで

あるが、これは消費生活をめぐる問題の一部分であり、仮想的なものに過ぎない。そこで、「カレーパー

ティーを開こう」という目標のもとに、子どもたちが実際に買い物をする活動を通して学習をまとめると

ともに、実践的な立場からの補足を行う。 

  以上のように、本単元は、子どもたちが消費者の視点で調べ、行動しながら、販売の工夫や買い物の工夫

についてとらえ、消費者として買い物の実践までを行う一貫した流れとなる。 

 

３．児童の実態 

  あたらしい教科・社会科の学びはじめの 3 ヶ月間、子どもたちは意欲的に課題解決に取り組んできた。社

会科の授業に限らず、問題解決学習に取り組むなかで、とくに具体的な事象からみずから課題を見つける〈課

題設定〉の能力に高まりが見られるようになってきた。 

  本単元は、スーパーマーケットを実際に見学し、そこでのさまざまな発見を、調べ活動を通して解決して

いくことが本単元の主な活動である。スーパーマーケットは、子どもたち自身が、自分たちの眼で発見でき

る秘密の宝箱のような場所といえる。働く人・販売法・商品・表示・配置・安全性・リサイクル・防犯・カ

ートなど、見学を通してさまざまな発見があるだろう。見学の際には、〈子どもたちの学びを最終的にどこ

に着地させるか〉という〈単元の学びのねらい〉を見失わないようにして、見学計画を立てさせたい。実際

の見学場面では、子どもたちの課題意識が大きく広がることも考えられるが、この場面では、子どもたちが

発見したことは大切にしながらも、計画の際に確認した課題意識からそれないよう、教師側の支援が必要に

なると考える。スーパーマーケットで働く人々は、〈消費者のニーズ〉に応えるためにさまざまな工夫をし

ているのだという視点を与えることで、見学のねらいを明確にしていきたい。①数多くの具体的な事象を発

見し、②数多くの材料のなかから共通の窓口としての課題を設定し、③それを解決するという一連の学びの

楽しさを、子どもたちが実感できるよう心がけたい。 

後志研修センター学習指導委員会検証授業 

 
 

実践テーマ：「体験的な活動を通して、より理解を深める社会科の学習」 

日 時 平成２１年１０月１６日（金） 

    第５校時（１３：２５～１４：１０） 

児 童 黒川小学校 ３年１組 ２７名 

授業者 教諭 川本 真央 
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４．研究の視点とのかかわり 

 

〈視点１〉「基礎的・基本的な知識や技能を習得および活用する学習活動」と「これまでに培われてきた力を 

発揮して問題解決に取り組む探求的な学習活動」を効果的に盛り込んだ単元構成の工夫改善 

 

 本単元では、日常生活とのかかわりが深い「スーパーマーケットの仕事」をテーマとし、資料の活用や見学

を通して、校区内のスーパーマーケットで働く人々のさまざまな工夫について知識を習得させる。そののち、

商品に貼られているＰＯＰについて、消費者にとってどのようなが望ましいかを思考し、自分たちなりの理想

のＰＯＰを作る活動を行ったり、学んだことを活かして実際に目的に応じた買い物をする活動を行うことで、

習得した知識を実際に活用する力を培いたいと考える。 

 

 

 

〈視点２〉問題解決的な学習を基盤とし、「課題意識（問題意識）」を持ちながら、解決に向けた「自分なり

の考え」をもとに、「仲間と共に学ぶ場」を意図的に設定した学習過程とその指導のあり方の工夫改善 

  

本単元では「スーパーマーケットの仕事」という身近にあるものをテーマに課題解決学習を行う。子どもた

ちにとって関心の高いテーマといえるが、そこで働く人たちが具体的にどのような仕事を行い、どのような工

夫をしているかについては、よく知らないということも予想される。身近でありながらも知らなかったという

思考のズレを生かして、問題意識を高めていきたい。また、写真やＰＯＰの実物などの資料を効果的に提示す

ることで、「消費者のための工夫」という視点に目を向けていけるような学習を展開していきたい。さらに、

「自分ならこんなＰＯＰにする」「買い物の際にはこんなところに気をつける」といった、自分なりに考える

場やお互いの考えを交流する場を設定することで、よりよい解決を実感できるようにしたいと考える。 

 

 

 

〈視点３〉単元を通した意図的・計画的な評価を次の指導に生かしていくための工夫改善 

  

単元を通してワークシートを活用することで、課題が明確化され、解決の見通しを持つことができると考え

た。また、指導計画や本時案のなかに評価の観点を場面を明確にすることで、本字の全体交流に活かしたり、

次の指導に活かすことができると考えた。 

 

５．単元の目標 

・ 地域の商店での買い物の様子を調べて、地域の人々は品質や価格、環境などのことを考えて購入したり、

販売の工夫をしたりしていることを理解し、自分もまた考えた消費活動ができるようにするとともに、

自分たちの地域は消費生活を通して広く国内の他地域や外国とも関わっていることに気づく。 

・ 買い物調べや商店の見学などで積極的に取材活動に取り組んだり、調べたことを表やグラフ、地図など

に効果的に表現したりしながら、買い物の仕方や売り手の工夫などを考える。 

 

〈本単元の評価規準〉 

 社会的な事象への関心・意欲・態度 社会的な思考・判断 観察・資料活用の技能・表現 社会的な事象についての知識・理解 

 

 

 

評 

 

 

 

価 

 

 

 

 

 

シガスーパーの販売

の様子に関心をもち、

意欲的に調べること

を通して、自分たちも

工夫して消費生活を

営んでいこうとする。 

 

 

シガスーパーの販売

の様子から学習の問

題を見つけ、販売の仕

事に携わっている

人々の工夫や努力に

ついて追究・解決し、

その意味と生産と販

売とのつながりや上

手な消費生活の仕方

について、適切に判断

する。 

 

 

家庭の買い物の様子

を調べて、表やグラフ

にまとめ、その傾向を

読み取ることができ

るようにする。また、

シガスーパーの販売

の様子を見学したり、

インタビューしたり

して調べ、その過程や

結果を工夫して表現

する。 

 

 

シガスーパーで販売

の仕事に携わってい

る人々はさまざまな

工夫をしているとと

もに、販売の仕事は他

の地域と結びついて

おり、こうした工夫や

結びつきが自分たち

の消費生活を支えて

いることがわかる。 
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〈本単元の評価計画〉 

時 社会的な事象への関心・意欲・態度 社会的な思考・判断 観察・資料活用の技能・表現 社会的な事象についての知識・理解 

1 

 

自分自身や自分たちの家庭

の買い物の仕方について発

表しようとしている。〔発言〕 

   

2 

3 

 よく買い物に行く店にはど

のような特徴があるかを考

える〔発言〕 

家庭の買い物の様子につい

て調べた結果を、買い物地図

に表すことができるように

する。〔ワークシート〕 

 

4 

 

ワークシートでグラフを作

成している。〔ワークシート〕 

 

 クラスの買い物の様子をグ

ラフに表すことができる［ワ

ークシート］ 

スーパーマーケットについ

て理解している〔発言〕 

5 

6 

 交通の様子や駐車場の広さ

などから買い物に行きやす

い店について考える〔発言〕 

家庭の買い物の様子につい

て調べた結果を、表やグラフ

に表すことができるように

する。〔ワークシート〕 

 

7 

 
 

家庭の買い物の様子につい

て調べた結果から、みんなが

よく買い物に行く店の良さ

について、調べた事実をもと

にして考えることができる。

〔発言・ノート〕 

  

8 

9 

  スーパーマーケットを調べ

るための見学計画を立てる

ことができる。〔発言・ワー

クシート〕 

 

10 

～ 

12 

スーパーマーケットを見学

し、進んで店の様子を見学し

たり、インタービューしたり

して、見学メモにまとめよう

としている。〔行動・ワーク

シート〕 

 見学してわかったことや疑

問に思ったことをワークシ

ートに記入することができ

る〔ワークシート〕 

 

 

13 

 見学時に発見したお店の工

夫について、どのような目的

があるか考えることができ

る〔発言〕 

 スーパーマーケットの工夫

や努力について理解するこ

とができる。〔発言・ノート〕 

14 

 よりよいＰＯＰのあり方に

ついて考えている。〔発言〕 

高い１個売りの商品を販売

しているのはなぜか考えて

いる。〔発言・ノート〕 

 ＰＯＰにはどのようなこと

が書いてあればよいか理解

することができる〔発言・ノ

ート〕 

15 

 スーパーマーケットに買い

物客が集まるわけを、自分の

経験をもとに考えることが

できる。〔発言・ノート〕 

  

16 

17 

実際に買い物をする計画を

立てるに際して、これまでに

学んできたことをふり返っ

てみようとしている。〔ワー

クシート〕 

 上手な買い物をするために

留意すべき点について理解

している。〔発言〕 
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６．学習計画【全１７時間】※本時１４／１７ 

時 学 習 内 容 
○ 教師のかかわりと 

【評価規準】 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２～３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．わたしの家の買い物 

 

 

 

 

・ポスフール・生協・シガ・柿崎・ホーマック・サッポロド

ラッグストア・セブンイレブン・セイコーマート・ローソン 

 

 

 

 

 

・あそこに行っていると思うよ。だってね…。 

・あの店も行っているな。どうしてかというと…。 

・食べ物を多く買っていると思うよ。なぜかはね…。 

 

２．表やグラフにまとめてみよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・やっぱりあそこに行っているな。 

・車で行くときは、あのお店に行くんだ。 

・うちは○○君と同じ店に行っているけど、△△君や□□さ

んは違う店で買っているね。 

・食べ物を買っている人が多いね。 

・シガさんで買っている人が多いね。 

・ポスフールも多いよ。 

・生協も多いね。 

・家の近くのお店でも買い物をしているね。 

・もっと見やすくできないかな。 

・表やグラフにすればいい。 

 

 

 

 

 

 

 

・このままグラフにするにはお店の数が多すぎるよ。 

・見づらそうだね。 

・にているものどうしでまとめよう。 

 

 

【よく行くお店】 

 

 

               ⇒ スーパーマーケット 

 

○ 自分自身や自分たちの

家庭が、ふだんどこで買

い物をしているのかを

発表しあうことを通し

て、自分たちの家庭の買

い物の仕方について調

べようとする意欲を持

つことができるように

する。 

【関・意・態】自分自身や自分た

ちの家庭の買い物の仕方について

発表しようとしている。〔発言〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【技・表】家庭の買い物の様子に

ついて調べた結果を、買い物地図

に表すことができるようにする。 

〔ワークシート〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考】よく買い物に行く店には

どのような特徴があるかを考える

〔発言〕 

○ 家庭の買い物の様子に

ついて調べて、その結果

を表やグラフに表し、買

い物の仕方の傾向やそ

れぞれの店の良さにつ

いて考えることができ

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

家の人はどこで、どんな買い物をしているのだろう 

 

 

 

 

かだい 

Ｔ：余市にはどんなお店があるかな。知っているお店の

名前を挙げてみよう。 

 

どこでどんな買い物をしているか調べて「買い物地図」

にまとめよう。 

 

 

 

 

かだい 

 

「買い物地図」をもとにして、表やグラフを作ろう！ 

 

 

 

 

かだい 

Ｔ：みんなのお家での買い物の様子がパッと目で見てわ

かるように整理しよう。 

Ｔ：どんなグラフにしたらいいか考えてみよう。 

ポスフール 

シガスーパー 

生協 

Ｔ：お店をグループにまとめてみよう。 

 

前単元の「まちたんけん」

で学習した地図と、この時

間に作成した買い物地図を

比較することで、交通の様

子や駐車場の広さなどをと

らえさせる。 

  

 

 

よく行くお店とたまに行

くお店では、それぞれどの

ようなものを買うことが多

いかを考えさせることで、

それぞれのお店の特徴をと

らえさせる。  
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５～６ 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【時々行くお店】 

 

 

               ⇒ 近くの小さなお店 

 

 

 

 

 ⇒ コンビニエンスストア 

 

 

 

 

・人数の違いがわかりやすくなった。 

・どうしてシガさんやポスフールが多いのかな。 

・きっとシガさんやポスフールは○○が良いからだよ。 

 

 

 

【時々行くお店の良さ】 

・コンビニ ～ いつも開いていて便利だね。 

・柿崎   ～ お店の人と話しをしながら買い物ができる

ね。商品も新鮮だよ。 

・ホーマック～ 広いね。家で使うものをたくさん売ってい

るね。 

【よく行くお店の良さ】 

 

 

      ポスフール  シガ   生協 

 

 駐車場   広い  広くない  広い 

 

 店の広さ とても広い 中くらい 広い 

 

 安さ    安い   安い   安い 

 

 ちらし   まく  まかない  まく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生協かな？・ポスフールかな？シガスーパーかな？ 

・シガさんなんだ。 

・きっとまだ良いところがいっぱいあるよ。 

・シガさんに見学に行こう。 

３．みんなが買い物に行く店 

 

 

 

 

 

【知・理】スーパーマーケットに

ついて理解している〔発言〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

【技・表】家庭の買い物の様子に

ついて調べた結果を、表やグラフ

に表すことができるようにする。 

〔ワークシート〕 

【関・意・態】ワークシートでグ

ラフを作成している。〔ワークシー

ト〕 

 

【思考】家庭の買い物の様子につ

いて調べた結果から、みんながよ

く買い物に行く店の良さについ

て、調べた事実をもとにして考え

ることができる。  

〔発言・ノート〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ スーパーマーケットを

見学し、お客を多く集め

るために買い手のこと

を考えたり売り方の工

夫や努力を行っている

こと、商品を通して自分

たちの地域と他地域と

がつながっていること

について気づくことが

Ｔ：みんなが生まれた年から、今までに、 

① お店の数も 

② 物が売れた金額も    倍以上に 

③ もうかった金額も 

しかも、 

④ 全部の店が黒字 

⑤ 店員一人だいたい年間１億円売る！ 

こんな余市にあるスーパーはどこ？ 

柿崎 

ホーマック          

高見商店 

馬場商店 

 セブンイレブン 

セイコーマート        

ローソン 

Ｔ：実際に、表やグラフを作ってみよう。 

Ｔ：みんなの家の人が行く店の、良いところを紹介しあ

おう。 

 

シガさんに見学に行く計画を立てよう！ 

 

 

 

 

かだい 

 

 見学に行くスーパーでは

売り上げが向上しているこ

とを知り、どのような工夫

をしているかについて興

味・関心を高める。 
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８～９ 

（計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10～12 

（見学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３ 

（まとめ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４ 

（本時） 

 

 

 

・見学の約束は、まちたんけんのときを思い出すといいね。 

・自分たちの調べることは？ 

・調べ方は？ ・役割分担は？ 

 

 

 

 

 

 

４．スーパーマーケットをたずねて 

 

 

 

 

 

【店内の見学から】  

・大きな文字で値段を書いている。 

・品物を見やすく並べている。 

・小さな看板に値段と産地が書いてある。 

・値段を安く貼りかえている。 

・パンのそばにバターを置くとか、買いやすく並べている。 

・「関連商品」の看板を貼っている。 

 

【店長さんへのインタビューから】 

・安全な品物を仕入れるようにしている。 

・店内放送でも、安売りのものをお知らせている。 

・他店のチラシを見て、その店より安くする。 

・チラシがない分、お店に色々な看板やポスターを展示して

いる。 

・リサイクル回収箱などを用意して環境に気を配っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・値段を書いた紙 

・パックに貼ってある表示      ＰＯＰ 

・商品を紹介する紙 

 

・品物のそばについてあるＰＯＰは、そのときによってかわ

っていたよ。 

 

 

５．お店の工夫や努力 

 

 

 

 

 

できるようにする。 

 

 

 

 

【技・表】スーパーマーケットを

調べるための見学計画を立てるこ

とができる。〔発言・ワークシート〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関・意・態】スーパーマーケッ

トを見学し、進んで店の様子を見

学したり、インタービューしたり

して、見学メモにまとめようとし

ている。〔行動・ワークシート〕 

 

 

 

【技・表】見学してわかったこと

や疑問に思ったことをワークシー

トに記入することができる〔ワー

クシート〕 

 

 

 

 

 

 

 

【知識】スーパーマーケットの工

夫や努力について理解することが

できる。〔発言・ノート〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考】見学時に発見したお店の

工夫について、どのような目的が

あるか考えることができる〔発言〕 

 

 

 

 

 

Ｔ：見学で、シガスーパーの買いやすさの秘密を探ろう

ね。自分が買い物をするとして、この工夫があるおかげ

で「スムーズに」「安心して」買い物ができるよ、という

ところを見つけよう。 

 

買いやすくするための秘密を探ろう！ 

 

 

 

 

かだい 

 

買いやすくするためのいろいろな秘密がわかった！ 

 

 

 

 

まとめ 

Ｔ：いろんな秘密があるけれど、品物を買うときに、そ

の品物以外に必ず見るものってなんだろう？ 

Ｔ：次回はＰＯＰの秘密を探ろうね！ 

 

シガスーパーの店長さんになったつもりで、よいＰＯＰ

をつくってみよう 

 

かだい 

 

 見学時の写真を提示する

ことで、ＰＯＰの存在に注

目させ、買い物をする際に

ＰＯＰが大きな役割を果た

していることについて関心

を高める。 
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１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16～17 

見やすく大きく 

・種類や個数を書こう！ ・安さをアピールして… 

【産地】と   【値段】が 

・余市産や北海道産が多い ・タイムセールスで安くなるよ 

・外国からも仕入れるんだね・チラシにかかるお金を値引き                   

にまわしていたんだったね。 

 

 

 

 

・お客さんによっては１個だけしかいらない人もいるよね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６． 

・ポスフールは駐車場が広くて便利だよ。 

・小さい子が乗れるカートを置いているよ。 

・チラシのおかげで、お店に行く前に何を買うか決められる

よ。 

・お店が広いからたくさんの種類から選べるよ。 

・生協はポイントがつくから良いね。 

 

 

 

 

 

７．上手な買い物をするために 

 

 

 

 

 

 

・買う前には… 

・買うときには… 

・食べたあとは… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考】よりよいＰＯＰのあり方

について考えている。 

【知・理】ＰＯＰにはどのような

ことが書いてあればよいか理解す

ることができる〔発言・ノート〕 

 

 

 

 

 

 

 

【思考・判断】高い１個売りの商

品を販売しているのはなぜか考え

ている。〔発言・ノート〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考】スーパーマーケットに買

い物客が集まるわけを、自分の経

験をもとに考えることができる。

〔発言・ノート〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知識】上手な買い物をするため

に留意すべき点について理解して

いる〔発言〕 

 

 

 

【関・意・態】実際に買い物をす

る計画を立てるに際して、これま

でに学んできたことをふり返って

みようとしている。 

 

 

シガスーパーの店長さんはいろんなお客さんのために

売り方を考えているんだね 

 

 

 

まとめ 

 

シガスーパー以外のスーパーマーケットではどんな工

夫があるかな？ 

 

かだい 

 

だからスーパーマーケットにはたくさんのお客さんが

集まるんだね。 

 

 

 

まとめ 

 

カレーパーティーを開こう！ 

 

かだい 

Ｔ：どんなことに気をつけて買い物をすればよいか、お

肉のパックから調べてみよう・ 

Ｔ：高い１個売りのジャガイモを売っているのはどうし

てなんだろうね。 

 

値段だけじゃなく、種類、新鮮さや安全、リサイクルな

どを考えて買う必要があるね。 

 

まとめ 

グループごとに買い物に行って、カレーパー

ティーを開こう。パーティーの最後に、買い

物をした感想を話し合おう（総合的な学習） 

 

 見学したスーパー以外の

お店でもそれぞれに工夫が

あることに意識を向け、学

習したことの一般化を図

る。 

 

 これまで学んだことを活

かして、目的に応じた買い

物をすることを知り、買い

物の計画を立てさせる。 
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７．本時の主張 

  本単元の学習を通して、子どもたちはさまざまな販売の工夫について発見してきた。その工夫のなかには、

食品の新鮮さや安全性への配慮があった。これは消費者の関心が、商品の価格だけではなく、新鮮さや安全

性といった領域に広がっていることを意味している。 

  本時では、「学級でつくったジャガイモをシガスーパーで売るとしたらどんなＰＯＰをつくる？店長さん

になった気持ちで考えて」という投げかけから授業をスタートする。その際に、教師側からＰＯＰ①を提示

する。POP①は、消費者にとって必要な情報がえられない、販売者である「店長」からすれば、商品の売

り上げに貢献しそうにないＰＯＰである。子どもたちは「自分が店長だったら？」という販売者の視点から、

ダメＰＯＰを改善するためのいろいろなアイディアを出すだろう。販売者の視点からダメ看板改善のアイデ

ィアを出しているうちに、それが自分たちの知りたいと思う情報であること、つまり消費者の立場からのニ

ーズであることに気づく。子どもたちの生活経験からは、おそらく「安さ」といった「値段」に偏った視点

しか見つからないかもしれない。そこで、実際にシガスーパーではられているＰＯＰ②を提示することで、

ＰＯＰからどんなことがわかるか、どんなことを消費者に伝えてくれるＰＯＰなのかを見取り、そこから消

費者のニーズは決して「値段」に限ったものではないことに気づかせたい。 

  また、シガスーパーで販売している３個入りのジャガイモのＰＯＰと１個売りのジャガイモのＰＯＰを２

つ提示する。１個売りのジャガイモは割高になる。しかも、お店の売り上げは、１個売りのもののほうが低

い。なぜ、高くてしかも売り上げも低い１個売りのジャガイモをシガスーパーでは販売しているのか、その

理由を考えるなかから、シガスーパーが、たとえ売り上げが低くても、お客さんのニーズに合わせて、商品

を用意していることをとらえさせる。 

  本時は、シガスーパーの「ＰＯＰ」を通して、消費者のニーズが多様であることと、その多様なニーズに

こたえようとしているスーパーで働く人たちの工夫をとらえさせる授業である。 

８．本時の目標 

 目標 スーパーマーケットの売り場にあるＰＯＰを通して、スーパーマーケットで働く人は、消費者のこと

を考えた売り方の工夫をしていることを、とらえることができるようにする。 

９．本時の展開 

子どもの活動・学習内容 ◆指導  と  ★評価 

 

 

 

 

 

 

 

・ 安く感じない。シガさんではどのくらいで 

で売っているの？ １９８円だって。 

・ 値段が見づらいね。 

・ シガさんのＰＯＰでは産地が書いてあったぞ。 

・ 見やすい色にしたほうがいいな。 

 

 

 

 

 

・ とにかく、まずは…見やすく大きく！ 

・ ジャガイモと書かないとダメだね。 

・ 値段はしっかり書いたほうがいいよ。 

・ 個数も書いたほうがいいね。 

・ 「ＳＡＬＥ」と書いて安さをアピールしよう。 

・ 新鮮だということを書いたほうがいいね。 

・ どこでとれたかも書いたほうがいいかも…。 

 

 

 

 

 

 

◆ 学級教材園で栽培したジャガイ

モをふくろに５こ入れて提示す

る。 

 

◆シガスーパーを見学した際のポ

ップのことを想起させる。 

 

 

 

 

 

◆ 担任が提示したＰＯＰ①をどの

ように工夫したらよいか工夫の

ポイントをノートに書かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆POP②を提示する。 

 

シガスーパーの店長さんになったつもりで、ジャガイモの 

ＰＯＰをつくろう。 

かだい 

Ｔ：これはみんなが育てたジャガイモだね。今日収穫してき

たんだ。ふくろに５こ入ってるんだ。もしも、これをシ

ガスーパーで売ってもらうとしたら、どんなＰＯＰがいい

か、先生が考えてＰＯＰをつくってきました。 

ぼくたちのジャガイモ売ります ２００円 

このままじゃ

売れないよ！ 

Ｔ：みんなの工夫を発表し合おう。 

Ｔ：みんなが作ってくれたＰＯＰのよさを交流し合おう！ 

ジャガイモ ５個入り 

１９８円 

新ジャガ 余市産 

５個入り １９８円 

カレーにぴったり！ 
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【共通点】どちらにも値段と商品名が書いてある 

【違い】産地、新鮮さ、お勧めの食べ方がかいてある 

・ 産地や新鮮さがわかると、お客さんが安心だね。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

・お客さんによっては１玉でいい人もいるからだね。 

 

 

 

 

 

 

 

★【思考・判断】よりよいＰＯＰの

あり方について考えている 

 

 

★【思考・判断】高い１個売りの商

品を販売しているのはなぜかを考

えている。〔発言・ノート〕 

 

  ★【知識・理解】ＰＯＰにはどのよ

うなことが書いてあればよいか理

解することができる〔発言・ノート〕 

◆ シガスーパーでは、お客さんの

要望にあわせて、１個売りや３

個売りなど、個数の種類を用意

していることをとらえさせる。 

 

 

 

◆ 他のスーパーでもお客さんのた

めの工夫をしていることを想起

させて一般化を図る。 

 

 

 

 

板書計画 

Ｔ：実は、シガさんからもう２種類ポップをもらってき

たんだ。 

 ジャガイモ ３個入り 

 

１２８円 

（１個当たり４２円） 

 

シガスーパーの店長さんは、いろんなお客さんのために売

り方を考えている。 

 

 

まとめ 

Ｔ：こういう工夫をしているのはシガさんだけかな。 

 ジャガイモ １個 

 

４８円 

Ｔ：高いイモを売っているのはどうしてだろうね。実は、

１個売りは３個売りよりもうれないらしいんだ。 

こっちのほ

う が 高 い

ぞ！ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                                 産地 新鮮さ 食べ方 

 

 

 

 

 

 

 

・ １９８円としたほうが安く感じる       １個あたりのねだんは高くても、 

・ 値段を大きくする              むだになるよりはいい 

・ ぼくたち → 産地や学校名 

・ 色を変える 

・ 個数が分かるようにする 

・ 安さをもっとアピールする 

 

かだい 

シガスーパーの店長さんになったつもりで、 

ジャガイモのＰＯＰをつくろう 

ぼくたちの

じゃがいも 

売ります 

 

２００円 

どんなくふうを 

すると 

もっとよい 

ＰＯＰになるか

な？ 

 

 

ＰＯＰ② 

 ジャガイモ ３個入り 

 

１２８円 

（１個当たり４２円） 

 ジャガイモ １個 

 

４８円 

 

シガスーパーの店長さんは、いろんなお客さんのために売

り方を考えている。 

 

 

まとめ 
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後志教育研修センター学習指導委員会検証授業
国語科学習指導案 日 時：平成２１年１１月２７日（金）５教時

生 徒：２年 Ｂ組
男子１７名 女子１４名 合計３１名

授業者：坂井 直子
実践テーマ：「話し合い活動を通して、より理解を深める国語科の学習」

１．単 元 名 「『徒然草』を読み、古人と現代人の考え方を比べよう」

教材名：『徒然草』 「高名の木登り」（第百九段）

２．単元について 生徒は１年生で学習した「竹取物語」において歴史的仮名遣いや古語にふれる学習を
している。２年生においても、前期に「平家物語」を学習し、和漢混淆文の独特なリズ
ムや歴史的仮名遣いついて学習している。
今回の随筆の学習でも、まず音読を通して古典の持つ独特のリズムに慣れさせ、歴史

的仮名遣いや古語に注意しながら読める力を養いたい。また、古文特有の表現の仕方や
文章の特徴にも気づかせていきたい。その上で、古人のものの見方や考え方について想
像させ、自分や現代人と比較し、相違点や共通点について考えさせていきたい。
また、３年生で学習する「おくのほそ道」につなげていけるように、古文の音読や係

り結びなどの基礎的な内容について理解させたい。
本時で扱う作品は教科書には載っていない教材であるが、資料集には必ずと言ってい

いほど載っている有名な作品であり、中学生が読むのに良い作品である。漫画や現代語
訳されたものを通して、筆者の考え方にふれ、古人の考え方や価値観をとらえ易くし、
現代にも生きる徒然草の世界を読み取らせたい。

３．生徒の実態 授業の様子は、学習にまじめに取り組んでいる。音読でも大きな声が出ている。特に
物語への関心が高く、意見も活発にでる。しかし、積極的に発言する生徒は固定化して
いる実態がある。今回は発表する前にしっかりと考える時間や記入する時間をとり、全
員が意見を持って発表できるようにしていきたい。
１年時の「竹取物語」においては、自分たちが知っている昔話が、実は古典を元にし

ているものであると知り、大きく驚いた反面、親しみを持って学習することが出来た。
しかし、歴史的仮名遣いや古語にとまどった生徒もおり、まだまだ古典の基礎的な事項
に習熟していない生徒も多い。２年前期の「平家物語」においても独特なリズムや「係
り結び」にとまどう生徒がいた。
今回はさらに、筆者のものの見方や考え方について書き表された古典文章にふれるこ

とにより、古人との共通点を見つけ、古典への興味・関心を育てていきたい。

①関心・意欲・態度
他の教科に比べ、「内容が理解できる」と感じる生徒が多く、学級全体として「わ

かるようになりたい」という意欲を感じる。しかし、難解な文や古典、文法など、努
力を要する課題にあたると、意欲を持ち続けられない生徒も多い。段階を追って説明
したり、繰り返し同じ内容を行うことで、「わかるようになった」という達成感を味
わわせながら進めていきたい。

②話すこと・聞くこと
おしゃべりは得意な生徒が多いが、ルールを守って話をしたり、改まった場面で話

すことに抵抗を示す生徒が多い。また、他者の話をポイントを押さえながら聞いたり、
順序を追って話を聞くことが苦手な生徒が多い。話すこと・聞くことのルールをしっ
かりと定着させていくことが必要である。

③書くこと
事実を順序立てて書くことは比較的できるが、自分の思いや感想を盛り込んだ文章

を書くことには課題が残る。事実と気持ちを分けて書けるような指導が必要である。

④読むこと
文章の内容を部分的に理解することはかなりの生徒ができるようになってきた。し

かし、文章全体を要約したり、主題をつかむとなると、課題のある生徒が多い。たく
さんの文章にふれたり、様々な種類の文章に触れる機会を増やし、文章全体から主題
を考えられるようにする必要がある。

⑤言語に関する知識・理解・技能
文法に対して苦手意識を持つ生徒が多い。また、漢字に関しても小学校高学年の漢

字が書けない生徒も多い。繰り返し学習する機会を設定する必要がある。
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４．研究の視点のとのかかわり
〈視点１〉「基礎的・基本的な知識や技能を習得および活用する学習活動」と「これまでに培われてきた力

を発揮して問題解決に取り組む探究的な学習活動」を効果的に盛り込んだ単元構成の工夫改善

○「公世の二位のせいうとに」と「仁和寺の法師」で習得した文章の特徴、教訓を導き出す学習を通して、
「高名の木登り」を読み、教訓と自分の経験を関連づけて考える授業へと単元構成を工夫した。

〈視点２〉問題解決的な学習を基盤とし、「課題意識(問題意識）」を持ちながら、解決に向けた「自分なり
の考え」をもとに「仲間と共に学び合う場」を意図的に設定した学習課程とその指導のあり方の
工夫改善

○教訓と自分の経験を関連づけて考え、それを小集団で交流することにより、考えを深め、筆者の人間観
の中に自分と共通するものの見方や考え方があることに気づかせるように展開を工夫した。

〈視点３〉単元を通した意図的・計画的な評価を次の指導に生かしていくための工夫改善

○机間巡視の時に座席表を活用し、個々の生徒の考えを掴んでおくことで全体交流での意見の紹介につな
げたり、評価に役立てることが出来た。

５．単元の目標 ○古文に親しみを持ち、進んで学習しようとする。（関・意・態）
○古文を読み、古人の生き方や考え方をとらえ、現代人の感じ方・考え方と比較
し、共通点や相違点をとらえる。（読む）

○歴史的仮名遣いや表現の特徴に注意して、正しく音読する。（知・理）

６．単元の評価規準

関心・意欲・態度 話す・聞く 書く 読む 知識・理解

①単元の学習に関心を ①『徒然草』の文章構 ①歴史的仮名遣いに
持ち、目標を理解して 成について気づくこと 注意し、正確に読む
学習することができ ができる。 ことができる。
る。 ②教訓を読み取り、自

分の経験と関連づけて
考えることができる。
③筆者の人間観の中
に、自分と共通するも
のの見方や考え方があ
ることに気づくことが
できる。

７．教材の指導と評価の計画

時 評価の観点
☆目標、○主な学習活動 □教師の支援、◆資料 評価資料

間 関 話 書 読 知

１ ☆「公世の二位のせうとに」と「仁 □『徒然草』にはエピソードが～

和寺にある法師」を読み、『徒然 書かれており、そこから教訓が
２ 草』の文章の特徴に気付く。 導き出せることに気づかせる。

○歴史的仮名遣いに注意して音
読する。 ① ① 観察

○注意すべき語句や表現につい
て理解する。
○二つの文章を読み比べ、『徒
然草』の文章の特徴について ① ノート
考える。

３ ☆「高名の木登り」を読み、自分 □「高名の木のぼり」のエピソ
の経験と関連づけて考える。 ードと同じような経験がないか

〈視点１〉教科書の教材で文章の特徴、教訓
を導き出す流れの確認をし、「高名の木登
り」を学習することで教訓と自分の経験を関
連づけて考える単元構成の工夫をした。
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（

○教訓と自分の経験とを関連づ を考えさせ、交流できるように ② 観察･ﾜｰｸｼｰﾄ
本 けて考え、考えたことを交流 する。

する。 ◆ﾜｰｸｼｰﾄ
時 ○古人の考えに現代人に通じる ③ 観察･ﾜｰｸｼｰﾄ）

ものがあることに気づく。

８．本時案（３／３時間目）
（１）本時の目標

○「高名の木登り」の教訓を自分の経験と関連づけて考え、交流できる。
○古人の考えには現代人に通じるものがあることに気付く。

（２）本時の展開

学 生 徒 の 活 動 教 師 の 活 動 形態 評 価 の 視 点
習
課 ○生徒の活動 ▽教師の活動 ■評価の場面
程 ◆予想される生徒の考え ★指導上の留意点 ※ Cの生徒に対する支援

導 ○『徒然草』の文章の特徴に ▽前時までの確認 全体
入 ついて思い出す。
２ ◆エピソードと教訓がある

○漫画・現代語訳・原文（現 ▽プリントを読み、内容を読み 個
代語訳付）の「高名の木登 取るように指示。
り」を読み、おおよその内 ★ﾜｰｸｼｰﾄ・ﾌﾟﾘﾝﾄ①を配布。

展 容を知る。
○原文プリントを音読する。 ▽範読をし、その後追い読みを

させる。
○どんな内容だったかを発表 ▽内容を確認する。
する。
◆油断するな。
◆調子に乗ると危ないぞ。

○同じような経験をワークシ ▽同じような経験を思いだし、
ートに記入する。 記入するように指示。 ■机間巡視

【自己決定】 ★書けていない生徒に積極的 教訓と各自の経験が結びつ
◆部活動での失敗談 に声かけする。 いているか。
◆教訓と関係のない失敗談 【自己存在感】 ※部活動や体育の授業など、

○書いたものを各グループの ▽グループ交流を支援 ｸﾞﾙｰ 具体的な経験を考えさせる。
中で交流し、一番近い体験 ★メモをとりながら聞き合う ﾌﾟ ■机間巡視
を選び出し、教訓を考える。 ★批判するのではなく、良い 自分の経験や考えを積極的

【共感的理解】 点を探すように助言 に発表しているか。
○選ばれたものを、画用紙に ▽発表準備を指示
記入し、他の人は発表準備 ★画用紙・ペンを配布
をする。

【自己存在感】
○各グループの発表 ▽発表するように指示 全体

開 ○ﾌﾟﾘﾝﾄ②を読み、『高名の木 ▽ﾌﾟﾘﾝﾄ②・③を配布し、教訓
登り』の教訓を確認する。 について確認。

43 ▽筆者の挙げている例を示す。

○ﾌﾟﾘﾝﾄ③を読み、筆者の挙
げた例を知る。

○『徒然草』を学習して感じ ▽今までの学習を想起させる。 ■ワークシート
ま たことを書く。 ★指名するときの参考となる 古人と自分達の考えに共通
と ように内容を確認する。 点があることに気付いてい
め ○他の人の意見を聞く。 ▽指名して発表させる。 るか。

５

○次時に向け意欲を持つ。 ▽次時予告

課題：「高名の木登り」の内容と同じような経験を交流し、昔の人の考え方を読み取ろう。

昔の人の考え方は、今の私たちと同じである。

教訓：気が緩んだときが最も危険なので、油断してはいけない。

〈視点２〉小集団交流すること
で、考えを深め、筆者の人間観と
共通するものの見方や考え方に気
づかせるように展開を工夫した。

〈視点３〉机間巡視の時に座
席表を活用し、ここの生徒の
考えを掴み、全体交流での意
見紹介につなげる。
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後志教育研修センター学習指導委員会検証授業

日 時 平成２１年 １２月９日（水）５校時
生 徒 岩内町立岩内第二中学校 第３学年２組
指導者 中川 綾子

１．単元名「バレーボール」

２．単元について
バレーボールはボールを媒介として集団対集団で攻防を展開し、得点を取り合って勝敗

を競うことを通し、チームの課題や自己の能力に適した課題の解決に取り組んだり、ゲー
ムを楽しんだりする運動である。生徒一人ひとりが持つ技能などそれぞれの良さを生かし
て自主的・自発的に学習を進めやすく、技能や体力の向上に応じたゲ－ムの質的な高まり
に楽しさや喜びを味わうことができる。
誰もがバレーボールを楽しめるようになるには基礎的な技能としてパス、サーブ、トス、

スパイク、ブロック、レシーブの 6 つの技能の習得が重要となる。また個人的技能に加え、
チームとしてどのように返球するか、どのようにして相手チームからのボールを受けるか
など作戦を考えたり、仲間同士の教え合いが生まれる。状況判断する力も必要となるため、
周囲の声かけも重要になる。このような集団的技能も向上させてバレーボールの楽しさを
味わえるようにしたい。特に 1， 2 年生まではそれらの個人的技能及び２～３人での集団
的技能の向上を目指してきたが、今回は 3 年生での実施と言うこともあり、「チーム」と
しての技能の向上を目指したい。
その中でも①サーブカットやチャンスボール、スパイクを打たれると言った相手チーム

からの返球によってフォーメーションを変えることで守備を安定させ、自チームの攻撃に
つなげること、②自チームのレシーブがセッターに返りスパイクを打つ、又はセッターに
返らずとにかく相手コートに返す、というようにボールの状況応じて返球すること、とい
う 2 点について状況判断してプレーさせていきたい。①、②の様なことができるようにな
ることでただラリーを続けるだけではなく、三段攻撃を取り入れた質の高いバレーボール
を体験させたいと考えている。

３．生徒の実態
全体的に保健体育の授業を好む生徒が多く、中でも球技は人気が高い。生徒それぞれ得

意・不得意はあっても自分の中の目標を超えるように努力する生徒が多い。男女混合での
グループ編成にも抵抗感が少なく、一緒に競技を楽しむことができる。グループでの話し
合い活動も今までの授業で取り組んできているので進め方については問題ないと思うが、
できるだけ活発な意見交流が行われるように授業を進めていきたい。

４．研究の視点との関わり
視点１

「基礎的・基本的な知識や技能を習得する学習活動」と「これまでに培われてき た

力を発揮して問題解決に取り組む活用的な学習活動」を効果的に盛り込んだ単元構成

の工夫改善

本単元ではバレーボールを行うために必要な技能を 1， 2 年生の時の復習という形で習
得事項を確認し、その習得した技能を生かしてチームでのプレーに活用していく場面を盛
り込んでおり、それらの活動を積み重ねていくことによって質の高いゲームを目指してい
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くことになるため、視点 1 にあげるような活動と合致しており、効果的に盛り込んでいけ
ると考えた。

視点２

問題解決的な学習を基盤とし、「課題意識（問題意識）」を持ちながら、解決に向

けた「自分なりの考え」をもとに「仲間と共に学ぶ場」を意図的に設定した学習過程

とその指導の在り方の工夫改善

本単元ではラリーを続けるにはどうしたらよいか、自分たちが攻撃につなげていくため
にはどうしたらよいかという課題意識を自ら持ちながら、その解決に向けて仲間とフォー
メーションを相談するなど、共に学び合う場を設定することができる。サーブカット、チ
ャンスボールなどボールの局面に応じた動き方の練習などを行うことでゲームの内容の充
実につながると考えた。

視点３

単元を通した意図的・計画的な評価を次の指導に生かしていくための工夫改善

資料及びワークシートを準備し、メンバーで考えた作戦や自己評価を書き込む場面を用
意する。また、話し合いの様子や練習を進める様子を見取ることができるように補助簿を
用意するなどして、計画的な評価をし、次の指導に生かしていけると考えた。

５．単元の目標
①バレーボールの楽しさや喜びが味わえるように練習や試合に進んで取り組むことができ
る。（関心・意欲・態度）
②チームの課題や自己の能力に適した課題の解決を目指してルールを工夫したり、作戦を
立てたりして練習の仕方やゲームの仕方を工夫することができる。（思考・判断）
③バレーボールで必要な個人的技能を習得でき、ゲームで生かすことができる。（技能）
④競技の運営やルール、審判の方法を知り、ゲームを進めることができる。（知識・理解）

〈単元の評価規準〉
関心・意欲・態度 思考・判断 技能 知識

１ ﾊﾞﾚ ｰ ﾎ ﾞ ｰ ﾙへの興味・ 個人やグループでの課題 既習の個人的技術を行う

２ 関心を高めている を把握することができる ことができる

３ どのように人を配置する ｻｰﾌﾞｶｯﾄの時にﾌｫｰﾒｰｼｮﾝに

４ と守備範囲が広いくなる 合わせて動き、構えてﾎﾞｰ

かを考えることができる。 ﾙに関わることができる。

５ どのように人を配置する チャンスボールに対応し

６ と安定したセッターへの て動くことができる。

返球ができるかを考える

ことができる。

７ スパイクレシーブの時の 相手からの攻撃に対し、

８ 守備位置を考えることが 状況判断して動くことが

できる。 できる。

９ チームの課題を意識して チームの課題解決のため

10 練習内容について話し合 に練習に取り組み、技能

うことができる。 を高めることができる。

11 ﾊ ﾞ ﾚ ｰ ﾎ ﾞ ｰ ﾙを積極的に 審判法を知り、ゲ

12 行うことができる。 ームを進めること

ができる。
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６．指導計画（１２時間扱い）
時間 ☆目標 ○主な学習活動 □教師の支援 ◆資料 ※評価の観点
１ ☆１，２年生の頃を思い出して色々な技 □昨年までのバレーボールの授業を振り
２ 能を確かめよう 返らせる。

○ボール慣れ・各種パス ※（関）バレーボールへの興味・関心を
オーバーハンドパス、アンダーハンドパス、サーブ、スパイクなど 高めている・・・観察

※（技）既習の個人的技術を行うことが
できる

上手くボールがとらえられていない場合はボールをとらえるポイントでキ
☆今持っている技能でゲームをやってみ ャッチしたりその部分に当てたりして確認しながら進める。
よう
○チーム分けのた □直上トスの回数を目安に男女混合チー
めの直上トス ムを作りゲームをする。
○試しのゲーム

※（思）個人やグループでの課題を把握
することができる

３ ☆サーブを確実にレシーブするにはどう □サーブを確実にレシーブさせるために
４ したらよいか考えよう はどのようなフォーメーションをとると

上手くレシーブしやすいかを考えさせ
○ローテーション・フォーメーションを る。
考える ◆コート図、チーム用ホワイトボー
・基本はＷ型になるように ド
・セッターの位置、分担を考える ※（思）どのように人を配置すると
・ポジションの役割を考える 守備範囲が広くなるかを考えること

ができる。
フォーメーションの拡大図の利用、実際に人を動かしての見本を見せ
る

○チームで決めたフォーメーションを生 □サーブを打つ・レシーブをする・
かしながらサーブカットを練習する ボール拾いを３チーム 1 組で回して練習
①基本のポジションに入り、構える させる。
②ボールを受ける人はセッターにあげ ※（技）サーブカットの時にフォーメー

る ションに合わせて動き、構えてボールに
③他の人はボールを受ける人の方に体 関わることができる。
を向ける（カバーの意識） サーブが入らない場合はエンドラインを超えて前に出ても良いこととする。

セッターの位置の生徒がトスできる場合は攻撃までつなげさせるが、無理な
場合はセッターがキャッチできればＯＫとする。

☆サーブを確実に入れ、サーブカットを □ゲームを行う
しっかりあげてゲームをしよう

５ ☆チャンスボールが返球されたときには □チャンスボールから攻撃につなげるた
６ どうしたらよいかを考えよう めにはどうしたらよいかを考えさせる。

○ローテーション・フォーメーションを ◆コート図、チーム用ホワイトボード
考える ※（思）どのように人を配置すると安定
・相手コートにボールがあるときは前衛はネットについているが、相手からチャ したセッターへの返球ができるかを考え
ンスボールが返ってくるのが分かったらアタックラインまで下がる。 ることができる。
・後衛は少し前に出て緩いボールがとれるように足を動かせるようにする。 どのようなときにチャンスボールが返ってくるか、見本を使って例示し、サ
・コートに立つ人が皆、ボールに対して正対できるように体の向きを動かす。 ーブカットの時のことを思い出させて良いポジションを考えさせる。
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○チャンスボールの時の動き方を練習す □コートの半面ずつ使い、練習させる。
る ※（技）チャンスボールに対応して動く
前衛、後衛、 ことができる。

セッターの役割 前後の移動やボール又はボールを受ける人の方に体を向けること、声を出す
を確認して練習 ことを声かけする。
を行う。

□ゲームを行う

☆ボールの流れでチャンスボールかどう
かを判断しながらゲームをしよう

７ ☆相手から攻撃（スパイク）をされるよ □スパイクは一般的にどのような位置か
８ うなときにはどのようにしたらよいかを らどのようなボールが来るか考えて、ど

考えよう の位置でレシーブすればよいかを考えさ
せる。

○打たれる方向で構える位置が変わるこ ※（思）スパイクレシーブの時の守備位
とを考えて守備の位置について確認す 置を考えることができる。
る。 実際にスパイクを見本で見せ、どういうボルガどういう位置に行くかを意識
・レフト、センター、ライトの位置 させて考えさせる。
・ブロックにつく

□スパイクする、スパイクレシーブをす
○スパイク、スパイクレシーブ、ボール る、ボール拾いを３チーム 1 組で回して
拾いに分かれて練習をする 練習をさせる。

※（技）相手からの攻撃に対し、状況判
断して動くことができる。
打たれるときは、「レフト」「センター」「ライト」チャンスボールの返球は
「チャンス」と声かけさせる・

☆スパイクを打たれるのか、チャンスボ □ゲームを行う
ールが返ってくるのかを判断してゲーム
をする。

９ ☆ボールの動きで状況判断して積極的に □今まで学んだポジションを意識しつ
１０ 動きゲームに関わろう つ、ボールの動きで状況判断して動くこ

とを意識させて練習する
○サーブカット、チャンスボール、スパ
イクからのレシーブなどチームごとに練 ※（思）チームの課題を意識して練習内
習する 容について話し合うことができる。
・半分のコートを使うが、余るチームは ※（技）チームの課題解決のために練習
空いているスペースで個人的技能を高め に取り組み、技能を高めることができる。
る練習

☆今まで学んだことを生かして作戦を立 □チームで作戦を立ててゲームをさせ
ててゲームをしよう る。
○練習試合をする
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１１ ☆チームで作戦を立ててゲームをしよう □チームで作戦を立ててゲームをさせ
１２ ○リーグ戦を行う（時間によってはトー る。

ナメント戦）
・試合運営は生徒が行う ◆リーグ表（又はトーナメント表）

※（知）審判法を知り、ゲームを進める
ことができる。

○学習を振り返る
□学習を振り返らせる
◆個人ワークシート
※（関）バレーボールを積極的に行うこ
とができる。

７．本時について
本時は、前時までに学習したサーブ、サーブカットの動き方を押さえた上で、ラリー中

に良く出てくる「チャンスボール」について、「どういう状況で起きるか」、「どのような
位置にいると安定したレシーブができるか」、「どのように次の人につなげると攻撃につ
ながりやすいか」を理解し、実際にゲームに生かせるようにしていきたい。
得意・不得意に関わらずボールに対しての体の向け方や声を出すことなど、それぞれが

できることを実践し、カバーしあえるように促したい。また、チームごとのホワイトボー
ドを用いてポジションやローテーションを確認したり、作戦を立てたりすることで、仲間
と共に学びあい、チームとしての一体感を高められるようにしたいと考えた。

８．本時の目標
チャンスボールが返球されたときにはどうしたらよいかを考えることができる。（思考

・判断）
チャンスボールに対しての対応の仕方をふまえて練習や試合に生かすことができる。（技

能）

９．本時の展開（５／１２）
学 習 活 動 □教師の関わり

課 整列・挨拶 ◆移動式黒板（チームごとのホワイトボードもつ
準備運動（ランニング・体操） けておく）

題 コートの準備 ◆コートにネットを張る、ボー
ルの準備

把 ２人組でキャッチボール、オーバーハンドパス、ア □背の順で 2 人組を作らせてボ
ンダーハンドパス、スパイク ール慣れを行う。

握
☆チャンスボールが返球されたときにはどうし

15 たらよいかを考えよう

分
・スパイクで返ってこないボール □チャンスボールとはどのよう
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・オーバーハンドパスやアンダーハンドパスで返ってくるボール なボールだろうか

・味方のセッターに返球する □攻撃への「チャンス」にする
・相手コートではなく自分たちでつなぐ ためにはどのように対応したら
・ボールを見る、ボールの方に体を向けておく だろうか

○チームのローテーション・フォーメーションを考 □チャンスボールから攻撃につ
課 える なげるためにはどうしたらよい

・相手コートにボールがあるときは前衛はネットについているが、相手からチャンスボールが返ってく かを考えさせる。活用

題 るのが分かったらアタックラインまで下がる。
・後衛は少し前に出て緩いボールがとれるように足を動かせるようにする。 □移動黒板のコート図で説明

追 ・コートに立つ人が皆、ボールに対して正対できるように体の向きを動かす。 □チーム用ホワイトボードを配
り、作戦、約束事などを話し合

求 ・チームとしてカバーできるようにホワイトボード わせる
とマグネットを使ってポジションや動き方を確認す ※（思）どのように人を配置すると安定したセッターへの返球

3 0 る。 ができるかを考えることができる。（話し合いの観察）
分 A)バレーが苦手な人をカバーするようなフォーメーショ

ンの作り方をアドバイスする。

C）どのようなときにチャンスボールが返ってくるか、見
本を使って例示し、良いポジションを考えさせる。

○チャンスボールの時の動き方を練習する □チームで使う場所の指示を
・前衛、後衛、セッタ し、練習を開始させる。
ーの役割を確認して練 ※（技）チャンスボールに対応
習を行う。 して動くことができる。

・味方にパスとしてつ A)隣や前後の人たちをカバーできるようなポジションを
なげるように意識する。 とれるように意識させる。

・カバーリングや声か C)前後の移動やボール又はボールを受ける人の方に体を
けを行う。 向けること、声を出すことを声かけする。

・用具を片付けて集合
ま

と ボールの流れでチャンスボールかどうかを判断 □次事予告
しながらゲームをしよう ゲームを行うので、用具準備

め チームで対戦順を確認。
・本時で学んだチャンスボールへの対処方法を考え

5 てゲームを行う。

分 ・整列・挨拶
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１０．実践を終えて
視点１に関しては、今回特にフォーメーション・ローテーションを意識させて活動させ

ることを意図し、フォーメーション・ローテーション・ポジションに関する知識や動き方
などを習得する場面と、１，２年までで習得した技能用いて習得した技能や知識を活用し
ていく場面（ゲーム）を交互にもうけた。
基本的な技能に関して個人差が大きく、必ずしも習得した技能をゲームの場面で活用で

きないこともあったが、「ボールがないときの動き方」を意識することでよりよい状況で
ボールに触れることができることを理解でき、できない人への声かけにつながっていく様
子が見られた。若干難しいことを要求しすぎたとは思ったが、より質の高いバレーボール
につなげる糸口になったと思う。
視点２に関しては、各チームにバレーのコートをイメージしたホワイトボードと人を表

すマグネットを与えることで、実際に動く前にチームの状況を見渡した上で動きの確認を
することができた。ホワイトボードを用いることで、紙に書くよりも動きによってわかり
やすく示すことができ、自分や仲間の位置関係も把握できた。
バレーボールの動き方をよく知る生徒が積極的に駒を動かして状況を説明したり、分か

らない生徒も自分の順番や位置をとらえたり、分からない部分を確認したりするのに有効
に活用できたと思われる。
視点３に関してはホワイトボードの裏面にマグネットを貼り、黒板に掲示して確認でき

るようにした。生徒自身の確認だけではなく、教師側もチームが意図したことを読み取る
のに活用することができた。

ただし、「ただボールがより多くつな
がればよい」というのではなく、「質の
高いバレーボール」を考えたとき、基本
的技能に個人差が大きくて、チームとし
てうまくいかないという場面も見られた。
せっかく得たフォーメーションやポジシ
ョンに関する知識も、理解できても実践
するのが難しかったようである。
また、フォーメーションやポジション

の説明では、バレーボールを詳しく知ら
ない生徒でも分かるように工夫すべき点
があったと思うので、今後改善していき
たい。
以前ならコートに入ってからポジションを確認するなど時間がかかっていたが、ゲーム

開始までがスムーズになった。そういう意味でも効果があったと思われる。カバーリング
や声かけも多くなり、拾えるボールも増えたようで、強打ではなくても三段攻撃の形での
返球が増え、それぞれが役割を果たそうと頑張ろうとする場面が増えた。



第４章

成果と課題
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〈第４章〉成果と課題

３年次計画の最終年度である今年度、「自ら考える力」の基礎となる「確かな学力の育

成」に向けて、視点毎に理論研修・検証のまとめなどを通しての成果と課題は以下の通り

である。

●視点１『「基礎的・基本的な知識や技能を習得及び活用する学習活動」と「これまでに

培われてきた力を発揮して問題解決に取り組む探究的な学習活動」を効果的に

盛り込んだ単元構成の工夫改善』

《成果》

《課題》

・新学習指導要領の主旨に基づく学習観である「習得」「活用」「探究」の捉え方につ

いて研究委員の中で議論を重ねる事で、後志教育研修センターとしての押さえが明

確になった。

・教師が単元を通して身につけさせたい力を明確にすることにより、「習得」「活用」「探

究」を盛り込んだ学習活動が構築されていくことがわかった。

・「習得」「活用」「探究」を考え意図的な単元計画を構成することは、「子どもの思考

判断・表現力を高める手段である」ことが明確になった。

・「習得」「活用」「探究」を考え意図的な単元計画を構成することは、教師の狙いが高

まると共に、子ども達の課題意識も高まり言語活動の充実に繋がることがわかった。

・単元との出会いの場の工夫が大切であることが検証された。

◇これまでの生活体験を掘り起こすようなもの

◇体験活動から実感を伴うもの

・「習得」「活用」「探究」の捉え方は、授業実践などを通していく中でまだ変化して

いく状況なので、継続的な理論研修が必要である。

・探究的な学習活動の実践が出来なかった。
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●視点２『問題解決的な学習を基盤とし、「課題意識（問題意識）」を持ちながら、解決

に向けた「自分なりの考え」をもとに「仲間と共に学び合う場」を意図的に設

定した学習過程とその指導の在り方の工夫改善』

《成果》

《課題》

・視点２を主に「１単位時間（１ユニット）での工夫について」とし、１単位時間を

３段階に分けて考えることで、段階ごとに子どもの学習活動に応じた教師の意図を

明確にした支援のあり方に迫ることができた。

・「課題（問題）意識を持つ」段階では、授業導入時に「身近な素材や事象」「体験活

動やゲーム」などを取り入れることによって、子どもに「必要感や切実感」を生み、

「なぜだろう、やってみたい」と思わせ、子どもが自ら学習活動に意欲を持って主

体的に取り組めるようになることがわかった。

・「自分なりの考え持つ」段階では、教師が既習事項を把握してしっかりと予測してお

くことで、一人ひとりの子どもへ手立てが可能となることがわかった。また、既習

事項を活用して解決しようとする子が増えることでより子どもがより「主体的な姿

勢」と共に「学び方そのもの」が身につくことがわかった。

「交流を通して考えを深める」段階として２点

・小集団交流を自力解決の一つと位置づけ、ある一定の解決を子どもに委ねることで、

子ども同士で素朴な疑問が解決されたり、考え方が整理されたり、新たな解決の視

点が生まれたりすることがわかった。

反面、小集団交流はあくまでも意図的に行い、指導案でも教師のかかわりの中で子

どもの動きや思考を予測し、個々への支援に当たれるように狙いを明確にして明記

することが重要であることもわかった。

・全体交流を教師と多くの子どもたちによる練り合いよりよい解決へ高めること位置

づけた。そこでは、教師の意図的な働きかけの下、子どもたちに「何を話し合わせ

るか」ということ明確にすること、焦点化された課題を設定することで、子どもた

ちの思考を揺さぶり、思考の深まりを期待できることがわかった。

・教科の特性をより明確にした「１単位時間のモデル」はどうあるべきかを考える必

要がある。

・１単位時間内での「習得」「活用」の明確な位置づけについての更なる研究が必要で

ある。

・子どもの見取りやふりかえりを生かした学習展開のあり方
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●視点３『単元を通した意図的・計画的な評価を次の指導に生かしていくための工夫改善』

《成果》

《課題》

《次年度の方向性》

以上の今年度の成果と課題を受け、新研究立ち上げの年度である次年度を迎えるに当た

り方向性を話し合った。

・視点１との関わりでは評価計画を作成することにより「習得・活用・探究」のバラ

ンスを確認することが出来た。

・視点２との関わりでは座席表の活用により小集団交流での見取りを全体交流で役立

てることができ、評価にも役立てることができた。

・評価情報をどのように生かし、その結果がどのように高まったのか、研修が必要。

・「評価は次の指導に生かすためのもの」との共通理解にたつことができたので、教師

の見取りと子どもの振り返りを次の指導に生かすための具体的な手立てを明らかに

するにはどうしたらよいのか検証する必要がある。

・学習指導の実践検証は各学校でも行っていることなので、後志研修センターとしては

教員研修のあり方、工夫などを行った方がよいのではないか。

・今回の３年計画は最終年度に研究大会があったので実践検証が出来なかった。許さ

れるならば次年度は研究主題をそのままにしながら検証授業を行い、その中で新しい

研究主題を１年かけて練ってはどうか。

・今回新学習指導要領の移行に伴い、先駆け的に研究や実践を行うことで自分たち自身

が勉強になった。また、それを何らかの形で各職場などで還元できたと思う。次年度

も、 今回の研究を土台にして引き続き検証授業を行いながら研究主題の調査研究を行

って 行くのがよい。
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あ と が き
現在の学校教育においては、子ども達に基礎・基本を確実に身に付けさせるとともに、学ぶ

意欲や自ら考え主体的に判断する力など『確かな学力』をはぐくむための取組の充実が求めら
れています。後志教育研修センター「学習指導に関する委員会」でも、今日の教育界が抱えて
いる課題を踏まえ、今求められている学習指導の在り方について実践的研究を進めてまいりま
した。
「自ら考える力を育む学習指導の工夫」を研究主題に掲げ、目指す子どもの姿を「学ぶ意欲

にあふれ、仲間と共に、生き生きと学び続ける子」とし、３年間調査研究を進めて参りました。
昨年度までは研究課題を明らかにしながら、「習得・活用・探究」をキーワードに理論研修を
行い、また、研究主題を検証すべく研究委員による授業実践を精力的に行ってまいりました。
そうして得られた結果を基に、今年度は道研連研究発表大会において研究発表を行い成果とし
てまとめることが出来たと感じております。次年度は、新たな研究課題立ち上げの年度になり
ます。この３年間の成果と課題を礎に学校教育における今日的な課題の解決に向けて更に研究
を進めて参ります。本研究が各学校の教育実践の中で資料や指針、また研修のより所として活
用していただき、お役に立てることが出来れば幸いです。是非ご覧頂き、ご指導ご批正をお願
いいたします。
末筆になりましたが、本研究紀要作成に当たり、お力添えをいただきました研究委員の先生

方、検証授業会場校、児童生徒の皆さん、教育関係機関の皆様に心より感謝申し上げます。

平成２２年３月
研 究 委 員

研 究 委 員 長 竹 内 一 実（岩内町立岩内第二中学校 教諭）
副 委 員 長 古 館 昭 仁（岩内町立岩内中央小学校 教諭）
書 記 加 藤 数 馬（倶知安町立倶知安西小学校 教諭）
研 究 委 員 吉 尾 充 二（倶知安町立倶知安小学校 教諭）

渋 谷 哲（倶知安町立東陵中学校 教諭）
西 谷 旬 子（余市町立沢町小学校 教諭）
柿 原 徹（寿都町立寿都小学校 教諭）
濵 谷 武 司（黒松内町立黒松内中学校 教諭）
田 中 敦（喜茂別町立喜茂別小学校 教諭）
川 本 真 央（余市町立黒川小学校 教諭）

担当指導主事 田 村 和 幸（後志教育局義務教育指導班 指導主事）
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